
おめでとう

新成人
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片山  真優

志部  智樹

片山  葉月

直本  優衣

小原  汐音

佐藤  瑠音

青山  梨紗

近藤  杏美

桑元  亮輔

杉岡 広志郎

井口    廉

嵯峨  菜摘

　お正月の帰省の時期に合わせて１月３日、町文化センターで成人式を開催。平成11年４月２日から平成12年
４月１日までに生まれた34人（男13人、女21人）が出席しました。
　色鮮やかな振り袖や真新しいスーツに身を包んだ新成人が、友人や久し振りに会う恩師らと写真を撮ったり
話に花を咲かせたりしながら、旧交をあたためる姿が見られました。
　午前11時に始まった式典には 山町長をはじめ、多くの来賓が新たな門出を祝いに駆けつけ、「成人式おめ
でとうございます。働いている人や学校に通っている人も、それぞれの場所で人との出会いを大切にして多く
のことを学び、久米南町のために生かせることを考えてほしい。また、両親への感謝の気持ちを忘れないでく
ださい」など、祝福の言葉で新成人を激励。これを受け、新成人を代表して桑元亮輔さん（南庄）が「共に学
んだ仲間や保護者の皆さんと無事に成人式を迎えることができてうれしいです。今日、成人の門出を迎え、大
人への一歩を踏み出しました。これからは行動に責任を持ち、久米南町で過ごした日々と地域の皆さんの温か
さを忘れずに、それぞれの目標に向かって精進していくことを誓います」と決意を力強く宣誓しました。
　式典終了後、文化センターエントランスで記念パーティーを開催。久しぶりに顔を合わせた仲間との思い出
話や近況報告などで盛り上がっていました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（順不同・敬称略）

大
家　

風
太

信
じ
合
う
絆
阿
吽
の
友
が
い
る

新成人の新たな門出
　　令和初の成人式を開催
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光延  千愛

本岡  桃子

本松  愛璃

村社 万太郎

高垣    充 須山  初香 杉山  遥風

髙城  素哉

中力  梨菜

田中  孝寿 髙畑 茉佑子 髙橋  洋子

杉本  裕香

沼野  千紗 西河  雅斗 経広  茉希沼本 三四朗

本多  加歩 平尾  美菜 延原    快

宮本  彰斗

横部  淳也

誓いの言葉を述べる桑元さん

２０年前のできごと

1999・平成11年

★久米南町のできごと
　・日本の棚田百選に「上籾」「北庄」を選定
　・学校給食センターと中学校食堂が完成
　・公共下水道事業認可
　・文化センター建設工事に着手
★国内外のできごと
　・iモードのサービス開始
　・瀬戸内しまなみ海道が開通
　・東海村臨界事故が発生
　・苫田ダム着工
★流行語
　・ブッチホン　　　・西暦２０００年問題
★ヒット曲
　・だんご３兄弟　　・Automatic
　・LOVEマシーン
★ヒット映画
　・鉄道員（ぽっぽや）　・アルマゲドン
★ベストセラー
　・五体不満足
　・小さいことにくよくよするな！

若
者
の
ア
イ
デ
ア
生
か
す
村
興
し

大
家
千
栄
美



　広報くめなん　2020. 1月号 ４

　

２
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
、
農

林
業
セ
ン
サ
ス
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
統
計
調
査
は
、
わ
が
国
の
農

林
業
の
生
産
構
造
、
就
業
構
造
を
明

ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
農
山
村
の

実
態
を
総
合
的
に
把
握
す
る
た
め
、

５
年
ご
と
に
農
林
業
を
営
ん
で
い
る

全
て
の
農
家
や
林
家
、
法
人
を
対
象

に
調
査
を
行
う
も
の
で
す
。

　

１
月
中
旬
頃
か
ら
調
査
員
が
お
願

い
に
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

交
通
災
害
共
済
に
つ
い
て
は
、
昭

和
44
年
か
ら
旧
久
米
郡
で
共
同
事
務

を
行
い
、
平
成
18
年
か
ら
は
岡
山
県

市
町
村
総
合
事
務
組
合
が
事
務
を
行

っ
て
お
り
、
現
在
は
本
町
と
美
咲
町

の
２
町
の
み
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

11
月
初
旬
に
美
咲
町
か
ら
、
来
年
度

の
加
入
申
し
込
み
を
行
わ
な
い
と
の

連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
交
通
災
害
共
済
加
入
率

が
51
％
（
平
成
10
年
度
は
75
％
で
、

以
後
減
少
）
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、

加
入
促
進
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

町
婦
人
会
や
一
部
の
地
区
連
絡
員
の

行
政
報
告

カ
ッ
ピ
ー
の
り
あ
い
号
の

フ
ル
デ
マ
ン
ド
化
へ
試
験
運
行

農
林
業
セ
ン
サ
ス
に

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の

利
用
は
３
月
15
日
ま
で

交
通
災
害
共
済
は

今
年
度
で
廃
止

　

町
長
は
、
議
案
の
提
案
説
明
に
先

立
ち
、
最
近
の
町
行
政
に
つ
い
て
次

の
と
お
り
報
告
し
ま
し
た
。 補

正
予
算
な
ど
13
議
案
を
議
決

　

令
和
元
年
第
５
回
町
議
会
定
例
会
が
12
月
12
日
か
ら
23
日
ま
で
の
会
期
12
日
間
の
予
定
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
が
、
20
日
に
全
議
事
日
程
を
終
了
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
議
会
で
は
、
条
例
の
制
定
や
一
部
改
正
、
補
正
予
算
、
債
務
負
担
行
為
の
補
正
な
ど

の
議
案
を
提
出
し
、
原
案
の
と
お
り
す
べ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第５回町議会定例会
12月12日〜20日

方
々
の
ご
負
担
も
考
え
ま
す
と
、
本

町
の
み
で
引
き
続
き
事
業
を
継
続
す

る
こ
と
を
断
念
し
、
美
咲
町
と
同
様

に
、
来
年
度
か
ら
の
加
入
申
し
込
み

を
行
わ
な
い
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

消
費
税
の
引
き
上
げ
に
よ
る
低
所

得
者
や
子
育
て
世
帯
の
消
費
に
与
え

る
影
響
の
緩
和
と
、
地
域
の
消
費
を

喚
起
す
る
た
め
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
世
帯
に
関
し
て
は
、
３
歳

未
満
の
お
子
さ
ん
が
い
る
65
世
帯
に

引
換
券
を
発
送
し
、
購
入
引
換
券
の

交
付
申
請
が
必
要
と
な
る
低
所
得
の

人
は
、
４
７
８
人
、
率
で
は
40
・
２

％
の
申
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　

申
請
期
限
を
11
月
29
日
ま
で
と
し

て
い
ま
し
た
が
、
年
末
ま
で
は
柔
軟

に
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

商
品
券
は
町
内
の
31
店
舗
で
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
、
販
売
期
限
は
来

年
の
２
月
28
日
ま
で
、
利
用
で
き
る

期
間
は
３
月
15
日
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

デ
マ
ン
ド
交
通
「
カ
ッ
ピ
ー
の
り

あ
い
号
」
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
、

ト
ヨ
タ
モ
ビ
リ
テ
ィ
基
金
の
「
地
域

に
あ
っ
た
移
動
の
仕
組
み
作
り
」
助

成
事
業
を
活
用
し
、
現
在
の
デ
マ
ン

ド
交
通
の
配
車
予
約
に
先
進
技
術

（
Ａ
Ｉ
）
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、

１
月
20
日
か
ら
フ
ル
デ
マ
ン
ド
の
試

験
運
行
を
行
い
ま
す
。

　

運
行
日
や
運
賃
、
運
行
場
所
は
従

来
ど
お
り
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
時

間
帯
に
よ
る
運
行
か
ら
、
午
前
８
時

15
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
の
間
で
利

用
で
き
る
よ
う
に
変
更
し
ま
す
。
ま

た
、
予
約
の
受
付
時
間
を
午
前
８
時

か
ら
午
後
４
時
30
分
ま
で
と
し
、
こ

れ
ま
で
の
乗
車
１
時
間
前
ま
で
の
予

約
を
廃
止
す
る
こ
と
で
、
利
用
者
の

利
便
性
を
考
慮
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
電
話
だ
け
で
な
く
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
か
ら
の
予
約
も
可
能
と
な
り

ま
す
。

　

１
月
14
日
と
15
日
に
町
内
４
カ
所

赤
本　

令
子

大
泣
き
の
孫
の
戦
略
見
え
隠
れ

で
説
明
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
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を
下
回
る
約
１
億
２
，
０
０
０
万
円

と
の
こ
と
で
す
。

　

ユ
ズ
に
つ
い
て
は
、
11
月
初
旬
か

ら
出
荷
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
裏

年
と
い
う
こ
と
で
、
出
荷
量
は
減
と

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
教
育
委
員
会
で
任
用
す

る
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務
条
件

を
定
め
る
も
の
で
す
。

▼
成
年
被
後
見
人
に
関
す
る
条
例
を

　
整
理

　

成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限

に
係
る
措
置
の
適
正
化
等
を
図
る
た

め
の
関
連
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
い
、
関
係
す
る
条
例

を
整
理
す
る
た
め
、
成
年
被
後
見
人

等
の
権
利
の
制
限
に
係
る
措
置
の
適

正
化
等
を
図
る
た
め
の
関
係
条
例
の

整
備
に
関
す
る
条
例
を
制
定
し
ま
し

た
。

▼
学
校
の
常
勤
講
師
の
給
与
な
ど
を

　
定
め
る

　

来
年
度
か
ら
地
方
公
務
員
法
の
規

定
に
よ
り
任
用
す
る
職
員
の
給
与
な

ど
を
規
定
す
る
た
め
、
学
校
の
常
勤

講
師
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
を
制

定
し
ま
し
た
。

水
稲
の
作
況
指
数
は
98

や
や
不
良

条
例
制
定

条
例
改
正

補
正
予
算

幸
せ
に
な
れ
よ
と
父
の
目
が
笑
う

菅
原　

柳
子

　

令
和
元
年
度
の
一
般
会
計
と
５
つ

の
特
別
会
計
の
補
正
予
算
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

▼
一
般
会
計

　

６
，
２
２
９
万
８
千
円
を
追
加
。

予
算
総
額
は
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

38
億
４
，
６
４
８
万
７
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

▼
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

86
万
４
千
円
を
追
加
。
予
算
総

額
は
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
億
１
，

１
８
４
万
２
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

▼
介
護
保
険
特
別
会
計

　

５
９
４
万
５
千
円
を
減
額
。
予
算

総
額
は
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
９
億

５
９
０
万
４
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

み
で
約
４
，
３
４
０
万
円
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
の
主
な
作
柄
で
す
が
、

ブ
ド
ウ
に
つ
い
て
は
、
シ
ャ
イ
ン
マ

ス
カ
ッ
ト
が
前
年
と
比
較
し
て
出
荷

量
が
増
と
な
り
ま
し
た
が
、
単
価
は

約
２
割
の
減
、
ピ
オ
ー
ネ
が
前
年
を

若
干
上
回
る
出
荷
量
で
、
全
体
の
出

荷
額
は
約
２
億
６
，
０
０
０
万
円
の

見
込
み
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

キ
ュ
ウ
リ
に
つ
い
て
は
、
前
年
よ

り
も
出
荷
量
は
増
加
し
ま
し
た
が
、

単
価
が
減
と
な
り
、
出
荷
額
は
前
年

▼
幼
稚
園
な
ど
の
運
営
の
基
準
を
改

　
め
る

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
の
制
定
に
伴
い
、

久
米
南
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

を
改
正
し
ま
し
た
。

▼
道
路
占
用
料
を
見
直
し

　

道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正
を
鑑

み
、
道
路
占
用
料
を
見
直
す
た
め
、

久
米
南
町
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の

一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

▼
教
育
委
員
会
の
会
計
年
度
任
用
職

　
員
の
勤
務
条
件
を
定
め
る

　

教
育
委
員
会
が
任
用
す
る
会
計
年

▼
職
員
の
給
与
な
ど
を
見
直
し

　

人
事
院
勧
告
に
よ
る
職
員
の
給
与

な
ど
を
見
直
す
た
め
、
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
並
び
に
会
計
年
度
任

用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

成
功
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
東
日
本
を
中
心
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
台
風
19
号
を
は
じ
め
、
全
国
各
地
で
自
然
災
害
が
発
生

し
、
多
く
の
被
害
を
受
け
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
被
災

地
の
一
日
も
早
い
復
興
を
、
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

近
年
の
自
然
災
害
を
受
け
、
地
域
防
災
力
強
化
と
防
災

意
識
の
高
揚
に
と
、
自
主
防
災
組
織
の
活
動
を
支
援
を
拡

充
し
、「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う

共
助
の
意
識
を
支
援
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
町
で
は
、
少
子
高
齢
化
対
策
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
が
、
自
助
・
共
助
に
よ

る
防
災
意
識
を
高
め
な
が
ら
、
人
口
構
造
の
若
返
り
や
定

住
促
進
、
子
育
て
支
援
な
ど
に
力
を
注
ぎ
、
誰
も
が
安
心

で
暮
ら
し
や
す
い
便
利
な
町
、
持
続
可
能
な
地
域
力
の
創

出
と
維
持
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
り

一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
町
民
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お

祈
り
し
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　
　
　
久
米
南
町
長
　

片 

山 

　
篤

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
町

民
の
皆
様
に
は
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
素
か
ら
町
行
政
の
推
進
に
ご
支
援
と
ご

協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
元
号
が
平
成
か
ら
令
和
に
変
わ
り
、
新

た
な
時
代
の
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
界

で
は
岡
山
県
出
身
の
ゴ
ル
フ
ァ
ー
渋
野
日
向
子
選
手

が
全
英
女
子
オ
ー
プ
ン
で
初
出
場
・
初
優
勝
の
快
挙
、

「
Ｏ
Ｎ
Ｅ　

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
」
で
流
行
語
大
賞
に
も
な
っ

た
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
が
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
初
の

ベ
ス
ト
８
入
り
な
ど
、
夢
と
希
望
、
勇
気
を
与
え
て

い
た
だ
い
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
今
年
は
、

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
日
本
選
手
団
の
活
躍
と
大
会
の

　

水
稲
の
収
量
と
作
況
指
数
に
つ
い

て
は
、
中
国
四
国
農
政
局
か
ら
、
令

和
元
年
産
の
調
査
結
果
が
公
表
さ
れ

ま
し
た
。
県
中
北
部
で
は
、
10
㌃
当

た
り
の
収
量
は
５
０
４
㌔
グ
ラ
ム
、

作
況
指
数
は
98
の
「
や
や
不
良
」
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

経
営
所
得
安
定
対
策
交
付
金
に
つ

い
て
は
、
作
付
面
積
ベ
ー
ス
の
見
込
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小
坂
と
し
子

同
窓
会
思
い
出
話
泣
き
笑
い

　

次
の
２
件
を
議
員
発
議
し
、
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

・
介
護
従
事
者
の
賃
金
の
底
上
げ
を

　

図
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
に
つ

　

い
て

・
国
民
健
康
保
険
の
子
ど
も
に
か
か

　

る
均
等
割
保
険
料
（
税
）
減
免
措

　

置
の
導
入
を
求
め
る
意
見
書
に
つ

　

い
て

　

次
の
請
願
２
件
に
つ
い
て
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

・
介
護
従
事
者
の
全
国
を
適
用
地
域

　

と
し
た
特
定
最
賃
の
新
設
を
求
め

　

る
請
願

・
国
民
健
康
保
険
の
子
ど
も
に
か
か

　

る
均
等
割
保
険
料
（
税
）
減
免
措

　

置
の
導
入
を
求
め
る
国
へ
の
意
見

　

書
の
提
出
に
つ
い
て

　

久
米
南
町
用
地
取
得
造
成
事
業
特

別
会
計
に
つ
い
て
、
分
譲
宅
地
と
し

て
造
成
を
予
定
し
て
い
る
エ
ン
ゼ
ル

タ
ウ
ン
下
弓
削
２
期
地
区
の
造
成
事

業
費
と
し
て
、
４
，
５
０
０
万
円
を

限
度
額
と
し
、
工
事
期
間
を
令
和
元

年
度
か
ら
令
和
２
年
度
ま
で
と
す
る

債
務
負
担
行
為
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

久
米
南
町
公
共
下
水
道
事
業
特
別

会
計
に
つ
い
て
、
債
務
負
担
行
為
補

正
と
す
る
議
案
を
提
出
し
、
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
下
水
道
施
設
保
守
点
検

業
務
委
託
費
の
期
間
を
令
和
元
年
度

か
ら
令
和
４
年
度
ま
で
と
し
、
限
度

額
を
４
，
０
０
０
万
円
と
す
る
も
の

で
す
。

議
員
発
議

請　

願

出
席
議
員
■
本
会
議
は
12
日
、
13
日
、

20
日
に
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
議
員
８

名
全
員
が
出
席
。

　

本
会
議
の
傍
聴
者
は
６
名
で
し
た
。

　

本
会
議
は
30
名
ま
で
傍
聴
が
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

傍
聴
席

下
弓
削
分
譲
地
の
用
地
造
成

債
務
負
担
を
可
決

下
水
道
施
設
保
守
点
検
業
務

委
託
期
間
を
定
め
債
務
負
担

第５回
町議会定例会

　　※使用可能期間を過ぎた商品券については、払い戻しなどできませんのでご注意ください。
　取り扱い対象商品
　　久米南町プレミアム付商品券は、取り扱い店舗の商品・サービスに限ります。
　　ただし、次に該当するものは対象外です。
　　・商品券、プリペイドカード、官製はがき、切手など換金性の高いもの
　　・たばこの購入
　　・国や地方自治体への支払い
　　・現金との換金、金融機関への預け入れ　など
特定事業者へ…
　商品券の換金期間…３月31日（火）まで（期限内に忘れずに行ってください）
　詳しくは、役場保健福祉課（☎728－4411）までお問い合わせください。

町内31事業所で３月15日まで使用できる

久米南町プレミアム付商品券

対象者へ…
　商品券の購入期間…２月28日（金）まで
　商品券の購入場所
　　・久米郡商工会久米南支所
　　・町内各郵便局（弓削・誕生寺・神目）
　商品券の使用期間…３月15日（日）まで
　　※商品券と現金の交換はできません。
　　※商品券はおつりがでませんのでご注意ください。

みほん

　消費税率の引き上げに伴い、住民税非課税者と子育て世帯への影響を緩和するとともに、地元消費の拡大
と地域経済の活性化を目的に、久米南町プレミアム付商品券を販売しています。
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曼
殊
沙
華
我
が
世
の
秋
と
咲
き
乱
れ

小
林
紀
久
子

福
祉
の
こ
と
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
改
選
さ
れ
ま
し
た

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
誰
も
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
づ
く
り
の

た
め
に
地
域
を
見
守
り
、
町
民
皆
さ
ん
の
身
近
な
相
談
相
手
に
な
っ
て
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
や
関
係
機
関
と
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
任
期
満
了
に
伴
う
退
任
式
と
委
嘱
状
伝
達
式
が
12
月
６
日
、
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
再
任
を
含
む
26
人
の
委
員
に
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
の

委
嘱
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
厚
生

労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
地
域
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
福
祉
全
般
に
関

す
る
相
談
や
支
援
を
行
い
ま
す
。
任

期
は
3
年
で
す
。

　

各
担
当
地
区
で
高
齢
者
の
安
否
確

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
中
で
、

子
ど
も
や
子
育
て
に
関
す
る
支
援
を

専
門
に
担
当
し
て
い
る
の
が
、
主
任

児
童
委
員
で
す
。

　

児
童
相
談
所
な
ど
児
童
福
祉
関
係

の
機
関
と
地
域
の
担
当
民
生
委
員
・

児
童
委
員
と
連
携
し
な
が
ら
、
子
育

て
の
支
援
や
児
童
の
健
全
育
成
活
動

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は

　
　
　

地
域
の
身
近
な
相
談
役

子
ど
も
専
門
の
相
談
員

　
　
　

主
任
児
童
委
員
と
は

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は

　
　
　

守
秘
義
務
を
守
り
ま
す

認
や
見
守
り
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
声

掛
け
な
ど
を
行
い
、
地
域
の
身
近
な

相
談
相
手
と
し
て
支
援
を
行
い
、
さ

ま
ざ
ま
な
生
活
上
の
困
り
ご
と
な
ど

の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
相
談
者

が
必
要
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

専
門
機
関
と
の
つ
な
ぎ
役
に
な
っ
て

活
動
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
児
童

の
健
全
育
成
や
子
育
て
支
援
の
活
動

報
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
て
支

援
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
一
人

で
悩
ま
ず
に
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
役
場
保
健
福
祉
課

（
☎
７
２
８
―
４
４
１
１
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【弓削地区】
☆井内　　勉 　 下弓削（上之町）
　赤野　直美 　 下弓削（中之町）、西山寺
☆宗髙　弘行 　 下弓削（下之町）
　岡本勇次郎　  下弓削（畝）、上ニケ（畝）
☆小坂　博通　  　松
　葛原　　渉　  上弓削
　勝田　紘彦 　 塩之内、羽出木
　谷口　昭夫 　 全　間
　岸本　淳子 　 上ニケ（原）、下二ケ（川東）
☆田中　正志 　 下二ケ（川西）
【誕生寺地区】
　磯山　邦子 　 里　方（駅前を除く）
　磯山佐知子 　 北　庄（東、中央)
　王野　　隆 　 北　庄（西）
☆上原　泰裕 　 南　庄（北、南）
☆池田　　勝 　 南　庄（東）
　髙野　利彦 　 山ノ城、里方（駅前）
【竜山地区】
　治部美智子 　 上　籾
　杉山　浩二 　 中　籾
　岸　　順子 　 下　籾、別　所
【神目地区】
　小坂　　進 　 神目中
　貞岡　孝子 　 上神目
　　山多惠子　  山　手、宮　地
　定清久美子　  　峠　、京　尾
　沼野　幸生　  南　畑、安ケ乢
【主任児童委員】
　横部　晃枝、  ☆横滿　直美

　氏名と担当地区は次のとおり。（☆は新任
の委員。令和２年１月１日現在・敬称略）

地域の身近な相談役
民生委員・児童委員の皆さん

今回委嘱された民生委員・児童委員の皆さん

を
専
門
的
に
行
う
主
任
児
童
委
員
も

配
属
さ
れ
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

と
一
緒
に
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

子
育
て
や
介
護
、
高
齢
者
や
障
害

者
へ
の
支
援
な
ど
、
不
安
や
困
り
ご

と
は
一
人
で
抱
え
ず
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
、
守

秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
皆
さ
ん
か
ら
受
け
た

相
談
内
容
の
秘
密
を
守
り
、
個
人
情
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磯
山　

枯
人

幸
せ
に
見
え
て
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
苦
労

所
有
者
と
林
業
経
営
者
を
つ
な
ぐ

森
林
経
営
管
理
制
度
と
は

町
内
の
森
林
を
守
る
た
め
に

新
し
い
制
度
が
作
ら
れ
た
背
景

森
林
環
境
税
と

森
林
環
境
譲
与
税
の
創
設

　

森
林
経
営
管
理
制
度
と
は
、
管
理
さ
れ
て
い

な
い
森
林
を
久
米
南
町
が
仲
介
役
と
な
っ
て
、

所
有
者
と
林
業
経
営
者
を
つ
な
ぎ
、
森
林
の
適

切
な
経
営
や
管
理
を
進
め
る
制
度
で
す
。

　

ま
た
、
そ
れ
が
で
き
な
い
森
林
は
、
久
米
南

町
が
直
接
管
理
を
行
い
、
災
害
防
止
な
ど
森
林

の
公
益
的
機
能
を
高
め
、
林
業
の
発
展
と
森
林

の
適
切
な
管
理
の
両
立
を
図
る
こ
と
を
目
指
す

も
の
で
す
。

　

久
米
南
町
の
約
７
割
を
占
め
る
森
林
は
、
公

益
的
機
能
を
保
有
し
て
お
り
、
私
た
ち
の
暮
ら

し
と
深
く
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
森
林
の
う
ち
、
約
４
割
が
ス
ギ
や
ヒ
ノ

　

森
林
関
連
法
令
の
見
直
し
を
踏
ま
え
、
森
林

環
境
税
（
２
０
２
４
年
度
か
ら
年
額
１
，０
０
０

円
を
課
税
）
と
森
林
環
境
譲
与
税
（
２
０
１
９

年
度
か
ら
譲
与
）
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

森
林
の
有
す
る
土
砂
災
害
の
防
止
や
地
球
温

暖
化
防
止
、
国
土
保
全
、
水
源
か
ん
養
（
森
林

　

町
の
大
部
分
を
占
め
て
い
る
森
林
。

　

そ
ん
な
森
林
に
は
、
土
砂
災
害
防
止
や
環
境
保
全
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
に
欠

か
せ
な
い
多
く
の
役
割
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
最
近
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
に

よ
り
管
理
が
行
わ
れ
ず
、
放
置
さ
れ
て
い
る
森
林
が
全
国
的
に
増
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
森
林
経
営
管
理
制
度
が
始
ま
り
、
適
切
な
森
林
管
理
が
大
切
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
役
場
産
業
振
興
課
（
☎
７
２
８
―
４
４
１
２
）
ま
で
ど
う
ぞ
。

キ
と
い
っ
た
人
工
林
で
、
木
材
と
し
て
利
用
可

能
な
時
期
を
迎
え
て
お
り
、
「
伐
っ
て
、
使
っ

て
、
植
え
て
、
育
て
る
」
と
い
う
循
環
利
用
を

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
で
、
林
業
の
低
迷
や
所
有
者
の
相
続
な

ど
に
よ
り
森
林
へ
の
関
心
が
薄
れ
、
森
林
の
経

営
管
理
が
適
正
に
行
わ
れ
ず
に
荒
廃
し
た
森
林

が
増
え
、
災
害
防
止
や
地
球
温
暖
化
防
止
と

い
っ
た
森
林
の
公
益
的
機
能
の
維
持
に
支
障
が

生
じ
て
い
ま
す
。

大
切
な
森
林
を
守
る
た
め
に

森
林
経
営
管
理
制
度
の
ご
案
内

�▶ 再委託できない森林と再委託に至るまでの森林は、町が直接管理をします。

�▶ 町に委託した森林のうち、林業経営に適した森林は、意欲と能力のある林業経営者に再委託されます。

�▶ 森林所有者が森林の経営管理ができない場合、久米南町に森林の経営管理を委託することができます。

�▶ 森林所有者には、山が手入れ不足とならないよう適切な森林経営管理を行う責務が明確化されました。

④久米南町が直接管理
　（森林整備）

制度のしくみ

林業に適した森林

林業に適さない森林

③経営管理を再委託

意欲と能力のある林業経営者

久米南町
森林所有者

②経営管理を委託

①意向調査
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人
生
も
泣
い
て
笑
っ
て
は
や
八
十
路

王
野　

貞
惠

森林経営管理制度のＱ＆Ａ

ア
ン
ケ
ー
ト
で
意
向
を
確
認

森
林
経
営
管
理
制
度
の
進
め
方

森
林
経
営
管
理
制
度
に
よ
り

期
待
さ
れ
る
効
果

森
林
経
営
管
理
を

行
う
メ
リ
ッ
ト

　

林
業
経
営
者
へ
の
委
託
な
ど
を
受
け
て
い
な

い
森
林
（
人
工
林
を
優
先
）
を
対
象
に
、
調
査

準
備
の
整
っ
た
森
林
か
ら
意
向
調
査
を
行
い
ま

す
。
今
年
度
は
西
山
寺
で
の
調
査
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

意
向
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
森
林
所
有
者

が
経
営
管
理
を
で
き
な
い
場
合
に
は
、
森
林
所

　

森
林
経
営
管
理
制
度
は
、
放
置
さ
れ
て
い
た

森
林
を
適
切
に
管
理
す
る
こ
と
で
、
土
砂
災
害

の
防
止
や
地
球
温
暖
化
防
止
な
ど
、
森
林
の
持

つ
多
面
的
な
機
能
の
維
持
増
進
に
寄
与
す
る
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
安
定
的
に
木
材
を
供
給
し
、
林
業
関

係
者
と
連
携
し
て
付
加
価
値
を
つ
け
て
有
効
に

活
用
す
る
こ
と
で
林
業
を
成
長
産
業
化
し
、
雇

用
の
創
出
や
地
域
経
済
の
活
性
化
、
地
方
創
生

の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

森
林
所
有
者

○
市
町
村
が
介
在
す
る
こ
と
で
、
長
期
的
に
安

　

心
し
て
森
林
の
管
理
を
任
せ
る
こ
と
が
で
き

　

ま
す
。

○
林
業
経
営
者
が
所
有
森
林
の
経
営
管
理
を
行

　

う
こ
と
に
よ
り
、
所
有
森
林
か
ら
の
収
益
の

　

確
保
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

久
米
南
町

○
放
置
さ
れ
て
い
た
人
工
林
の
木
材
生
産
が
実

　

施
さ
れ
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
り

　

ま
す
。

○
山
の
手
入
れ
不
足
が
解
消
さ
れ
、
災
害
防
止

　

な
ど
地
域
住
民
の
安
全
・
安
心
に
つ
な
が
り

　

ま
す
。

が
雨
水
を
蓄
え
て
水
量
を
調
整
す
る
）
な
ど
の

機
能
を
発
揮
さ
せ
る
た
め
に
森
林
経
営
管
理
制

度
を
活
用
し
て
、
こ
れ
ま
で
手
入
れ
が
で
き
て

い
な
か
っ
た
森
林
の
整
備
、
そ
の
経
営
管
理
を

担
う
人
材
育
成
・
担
い
手
の
確
保
な
ど
に
充
て

ら
れ
ま
す
。

Ｑ．これまで経営や管理をしてきた所有者から森林を取り上げるの？
Ａ．いいえ。

Ｑ．市町村の方針に森林所有者が同意しなければ、強制的に経営管理権が設定される措置なの？
Ａ．いいえ。

Ｑ．乱伐が進んで、再造林・保育が行われずに放置されることになるのでは？
Ａ．いいえ。

　自ら経営や管理を行う場合は、これまでどおり所有者の皆さんによる経営や管理（所有者自らが
民間事業者に経営委託する場合も含む）が継続できるよう支援することとしています。

　所有者の意向を無視して、経営管理権を設定するものではありません。所有者が不同意の場合の
手続きの特例は、森林の経営管理が行われていないにも関わらず、所有者の意思表示がない場合な
ど、森林の多面的機能の発揮を行うためにやむを得ず、市町村に経営管理権を設定しなければいけ
ないときに措置するものです。

　経営管理を行う林業経営者は、伐採後の植栽や保育などを実施できる体制を整えている経営者が
選定されます。

経営管理が行われていない森林の所有者な
どを調べ、どのように意向調査を行うのか、
計画を作成します。

�

�

� 計画に基づき、森林所有者へ森林の経営管
理に関する意向調査を順々に行います。
※調査時期は地域により異なります。
意向調査の結果を踏まえ、森林の適切な経
営管理の方法を決定していきます。

森林経営管理制度の進め方

有
者
と
林
業
経
営
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い
、

計
画
的
に
集
積
・
集
約
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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村
社　

信
子

頼
ま
れ
て
軽
い
気
持
ち
で
引
き
受
け
る

所
得
税
・
住
民
税
申
告
相
談

　
　
　

２
月
17
日
～
３
月
16
日

申告に必要なもの
（主なもの）

収
支
計
算
の
方
法
で

　
　
　

農
業
所
得
を
申
告

住
民
税
の

　

申
告
が
不
要
な
人

申
告
漏
れ
に
注
意
を

一
時
所
得
と
雑
所
得
の
申
告

所
得
税
の

　
　

申
告
が
必
要
な
人

住
民
税
の

　
　

申
告
が
必
要
な
人

　

所
得
税
の
申
告
が
必
要
な
人
は
、

前
年
中
の
合
計
所
得
金
額
が
、
所
得

控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
次
の
よ
う

な
人
で
す
。

・
営
業
、
農
業
、
不
動
産
な
ど
の
所

　

得
が
あ
る
人

・
不
動
産
（
地
代
、
家
賃
）
や
配
当

　

な
ど
の
所
得
が
あ
る
人

・
医
療
費
や
社
会
保
険
料
、
扶
養
な

　

ど
の
各
種
控
除
に
変
更
が
あ
る
人

・
給
与
を
２
カ
所
以
上
か
ら
も
ら
っ

　

て
い
る
人
、
年
末
調
整
済
み
の
給

　

与
以
外
の
所
得
が
20
万
円
を
超
え

　

る
人
、
給
与
の
年
収
が
２
，
０
０

　

０
万
円
を
超
え
る
人

・
公
的
年
金
な
ど
に
係
る
雑
所
得
の

　

金
額
か
ら
所
得
控
除
を
差
し
引
く

　

と
、
残
額
が
あ
る
人　
　
　

な
ど

　

次
の
人
は
、
住
民
税
の
申
告
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

・
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
税
務
署

　

に
提
出
し
た
人

・
給
与
の
み
で
、
勤
務
先
か
ら
久
米

　

南
町
に
「
給
与
支
払
報
告
書
」
の

　

提
出
が
さ
れ
て
い
る
人

・
公
的
年
金
の
み
で
、
公
的
年
金
の

　

支
払
者
か
ら
久
米
南
町
に
「
公
的

　

年
金
支
払
報
告
書
」
の
提
出
が
さ

　

れ
て
い
る
人

　

住
民
税
の
申
告
が
必
要
な
人
は
、

令
和
２
年
１
月
１
日
時
点
で
久
米
南

・印鑑（認印可）
・マイナンバーが記載された書類と本人確認書類
・お知らせはがき（税務署からの確定申告のお知らせが届いている人のみ）
・給与や公的年金などの源泉徴収票
・事業所得や不動産所得のある人は、収入金額や必要経費などが確認できる書類（収支
　計算書など）
・一時所得や雑所得のある人は、支払調書や申告用証明書など
・社会保険料控除を受ける人は、証明書（国民年金保険料控除証明書など）や領収書
・生命保険料控除や地震保険料控除を受ける人は、支払保険料証明書
・医療費控除を受ける人は、医療費控除の明細書やセルフメディケーション税制の明細
　書、保険で補てんされる金額がわかるもの
・障害者控除を受ける人は、障害者であることが明らかにできるもの（障害者手帳など）
・所得税の還付がある人は、還付先の金融機関・口座番号がわかる通帳など（本人名義
　の口座）

　

税
金
の
申
告
時
期
が
近
づ
い
て
き

ま
し
た
。
久
米
南
町
で
は
２
月
17
日

㈪
か
ら
３
月
16
日
㈪
ま
で
、
中
央
公

民
館
で
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
申
告
は
、
令
和
元
年
分
の
所

得
を
確
定
し
、
令
和
２
年
度
の
町
県

民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の
賦
課
資

料
と
な
る
ほ
か
、
後
期
高
齢
者
医

療
・
介
護
保
険
料
、
保
育
料
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
算
定
資
料
と
な
り
ま
す
。

　

未
申
告
の
た
め
、
国
民
健
康
保
険

税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
軽

減
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
や
所
得
証

明
書
が
発
行
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
事
業
を
営
ん
で
い
る
人
は

も
ち
ろ
ん
、
給
与
所
得
者
で
も
申
告

が
必
要
な
場
合
は
、
税
法
に
従
っ
て

正
し
く
計
算
し
て
く
だ
さ
い
。

　

税
は
「
自
主
申
告
」
が
原
則
で
す
。

農
業
所
得
の
申
告
は
、
実
際
の
収
入

金
額
か
ら
必
要
経
費
を
差
し
引
い
て

所
得
を
計
算
す
る
の
で
、
収
支
計
算

書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
収
入
金
額

や
必
要
経
費
な
ど
を
ま
と
め
た
書
類

町
に
住
所
が
あ
り
、
前
年
中
に
所
得

が
あ
る
人
で
す
。
な
お
、
所
得
が
な

く
て
も
、
次
の
人
は
申
告
が
必
要
で

す
。

・
前
年
中
の
所
得
が
な
か
っ
た
人
で
、

　

税
証
明
書
（
所
得
証
明
な
ど
）
が

　

必
要
と
な
る
人

・
前
年
中
の
所
得
が
な
か
っ
た
人
で
、

　

国
民
健
康
保
険
税
や
介
護
保
険
料

　

な
ど
の
算
定
が
必
要
と
な
る
人

・
前
年
中
の
所
得
が
な
か
っ
た
人
で
、

　

町
外
に
住
所
が
あ
る
親
族
の
税
法

　

上
の
扶
養
と
な
っ
て
い
る
人

が
な
い
場
合
は
、
申
告
相
談
に
応
じ

か
ね
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

令
和
元
年
中
に
満
期
や
解
約
の
あ

っ
た
生
命
保
険
や
損
害
保
険
な
ど
は
、
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来
た
ら
急
ぐ
新
米
を
積
む
娘
の
車

西
河
さ
ち
こ

医
療
費
控
除
の
申
告
は

領
収
書
の
提
出
が
不
要
に

障
害
者
控
除
の
対
象
者
に

　

認
定
書
を
交
付

役
場
の
申
告
会
場
で

　

申
告
を
す
る
人
に
お
願
い

ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
が
便
利
で
簡
単

　

電
子
申
告
の
推
進

　

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
65
歳

以
上
の
人
で
、
障
害
者
と
障
害
者
手

帳
を
お
持
ち
の
人
と
同
等
の
障
害
が

  

申
告
期
間
中
は
、
会
場
が
大
変
混

雑
し
ま
す
。
混
雑
を
緩
和
す
る
た
め

に
、
次
の
よ
う
な
人
は
税
務
署
で
の

申
告
相
談
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
青
色
申
告
を
す
る
人

・
株
式
譲
渡
所
得
、
配
当
所
得
先
物

　

取
引
所
得
が
あ
る
人
、
損
失
の
繰

　

り
越
し
を
す
る
人

・
土
地
や
建
物
の
譲
渡
所
得
が
あ
る

　

人
（
収
用
に
よ
る
も
の
を
除
く
）

・
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
初
め
て
申
告

　

す
る
人　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

　

町
で
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を

税
務
署
と
協
力
し
て
、
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ

に
よ
る
電
子
申
告
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.e-tax.
nta.go.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

確定申告書などの提出の際には

マイナンバーの記載＋本人確認書類の提示か写しの添付
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が必要です。

※写真表示のない身元確認書類の提示か写しの添付をするときは、２種類以上必
　要です。

　

名
②
療
養
を
受
け
た
人
の
氏
名

③
療
養
を
受
け
た
年
月

④
療
養
を
受
け
た
病
院
・
薬
局
な
ど

　

の
名
称

⑤
被
保
険
者
か
被
扶
養
者
な
ど
が
支

　

払
っ
た
医
療
費
の
額

⑥
保
険
者
な
ど
の
名
称

　

た
だ
し
、
平
成
29
年
分
か
ら
令
和

元
年
分
は
、
今
ま
で
と
同
じ
方
法

（
領
収
書
原
本
の
添
付
か
提
示
）
で

も
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今月の
納　付

町 県 民 税
国民健康保険税
介護保険料
後期高齢者医療保険料

4期分
8期分
8期分
7期分

納期限1月31日 �
役場のほか中国銀行、
トマト銀行、津山農業
協同組合、ゆうちょ銀
行・郵便局（中国5県）
で納付ができます。

納税はお早めに！

＋

番号確認書類
本人のマイナンバーを

確認できる書類
●通知カード
●マイナンバーが記載された住民票の
　写しか住民票記載事項証明書
　　　　　　などのうちいずれか１つ

身元確認書類
記載したマイナンバーの持ち主で

あることを確認できる書類
●運転免許証　　　●パスポート
●公的健康保険の被保険者証
●身体障害者手帳　●在留カード
　　　　などのうちいずれか１つ

◆マイナンバーカード（個人番号カード）をお持ちの人は、
　●マイナンバーカードだけで、本人確認（番号確認と身元確認）が可能です。
　●自宅などからe-Taxで送信すれば、本人確認書類の提示か写しの添付が不
　　要です。
◆マイナンバーカード（個人番号カード）をお持ちでない人は、

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

一
定
の
基
準
に
基
づ
き
総
務
大
臣
が

指
定
す
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る

指
定
制
度
」
が
創
設
さ
れ
、
令
和
元

年
６
月
１
日
か
ら
指
定
対
象
外
の
団

体
に
対
す
る
寄
付
金
は
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
個
人
住
民
税
に
係
る
寄
付
金
税

額
控
除
の
特
例
控
除
額
部
分
は
対
象

外
と
な
り
ま
す
が
、
基
本
控
除
部
分

に
つ
い
て
は
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

医
療
費
控
除
の
申
告
は
、
領
収
書

の
変
わ
り
に
「
医
療
費
控
除
の
明
細

書
」
か
「
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ

ン
税
制
の
明
細
書
」
の
添
付
が
必
要

で
す
。
（
税
務
署
か
ら
提
示
か
提
出

を
求
め
ら
れ
た
時
の
た
め
、
領
収
書

は
５
年
間
の
保
存
が
必
要
で
す
）

　

な
お
、
次
の
項
目
が
記
載
さ
れ
た

「
医
療
費
通
知
」
を
添
付
す
る
と
、

明
細
書
の
記
入
を
省
略
で
き
ま
す
。

（
「
医
療
費
通
知
」
に
よ
り
申
告
し

た
領
収
書
は
保
存
不
要
で
す
）

①
被
保
険
者
か
被
扶
養
者
な
ど
の
氏

指
定
団
体
の
み
控
除
の
対
象
に

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
見
直
し

一
時
所
得
に
該
当
し
ま
す
。
ま
た
、

公
的
年
金
な
ど
の
ほ
か
に
、
個
人
で

掛
け
て
い
る
郵
便
局
や
農
協
、
生
命

保
険
会
社
な
ど
の
年
金
は
、
雑
所
得

と
し
て
申
告
が
必
要
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
郵
便
局
や
農
協
、
生
命

保
険
会
社
な
ど
か
ら
「
年
金
支
払
い

の
お
知
ら
せ
」
な
ど
が
届
い
て
い
な

い
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
告
を
忘
れ
て
い
て
、
年
度
途
中

に
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
告
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
住

民
税
だ
け
で
な
く
、
国
民
健
康
保
険

税
や
介
護
保
険
料
な
ど
も
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
る
の
で
、
申
告
漏
れ
に

は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
障
害

者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

障
害
者
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、

申
告
の
際
に
障
害
者
控
除
対
象
者
認

定
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。
ご
希
望

の
人
は
、
事
前
に
役
場
保
健
福
祉
課

で
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
（
申
請

に
は
印
鑑
が
必
要
で
す
）
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沼
野　

和
恵

泣
き
事
の
一
つ
二
つ
は
話
し
種

※青色申告、土地・建物・山林の譲渡所得（ただし収用によるものを除く）、先物取引、住宅借入金特別控除（１
　年目）、準確定申告（お亡くなりになった人の申告）、株式などの譲渡所得や繰越損失などで税法の適用が複雑
　なものについては、津山税務署での申告相談をお願いします。

申告相談 日程表 受付時間：午前９時〜午後３時
会場：中央公民館１階 大ホール（☎ 728-２113）

津山税務署からのお知らせ

設置期間：２月17日（月）から３月16日（月）まで
※土・日曜日は税務署の閉庁日であり、申告の相談と窓口での申告書の受付は行っていませんの
　でご注意ください。（郵送や税務署の時間外収受箱への投函による提出は可能です）
※２月16日以前は、申告会場は設置していません。
場　　所：津山税務署（津山市田町67番地）
受付時間：午前８時30分から午後４時まで
　　 　　（混雑状況によって午後４時以前に相談受付を終了する場合があります）
相談時間：午前９時から午後５時まで
　詳しくは、津山税務署（☎０８６８－２２－３１４７）までお問い合わせください。
　なお、確定申告会場で消費税の確定申告書を作成される人は、「課税取引金額計算表」を必ず
作成してからご持参ください。
　申告会場は大変混み合います。申告書の作成はご自宅から便利で簡単な国税庁ホームページの
「確定申告書等作成コーナー」を利用してe-Taxか郵送で提出してください。

津山税務署の確定申告は
２月17日（月）から

月　　日 対　　象　　地　　区
２月17日（月） 上　籾

　　　18日（火） 中　籾　・　下　籾　・　別　所
　　　19日（水） 神目中
　　　20日（木） 上神目　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　21日（金） 山　手　・　宮　地
　　　23日（日） ※全地区（給与所得者で他の所得がある人）
　　　25日（火） 　峠　　・　京　尾　・　南　畑　・　安ケ乢
　　　26日（水） 里　方

27日（木） 北　庄（東・中央） ・　山ノ城
28日（金） 北　庄（西）　・　南　庄（東）

　３月　２日（月） 南　庄（北・南）
　　　　３日（火） 上ニケ　・　仏教寺
　　　　４日（水） 下ニケ
　　　　５日（木） 全　間
　　　　６日（金） 塩之内　・　羽出木
　　　　９日（月） 上弓削
　　　10日（火） 　松　　・　西山寺
　　　11日（水） 下弓削（上之町）
　　　12日（木） 下弓削（下之町）
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穏
や
か
に
沈
む
夕
陽
に
す
る
感
謝

小
坂　

栄
子

【お問い合わせ】役場総務企画課（☎728−2111）
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町
（
共
同
主
催
：
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
、
後
援
：
総
務
省
）
で

は
、
人
口
減
少
社
会
の
中
、
※　

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
持
つ
若
者
の
人
材
育
成

と
と
も
に
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
創
造
に
向
け
て
、「
地
域
」
と
「
教
育
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
『
地
域
の
未
来
と
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
～
地
域
が
子
に
教
え　

子

が
地
域
を
育
て
～
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

文
化
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
っ
た
約
１
０
０
人
の
参
加
者
は
、
基
調
講
演
の
ほ
か
、

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
事
例
発
表
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
へ
熱
心
に
耳
を

傾
け
ま
し
た
。

※アイデンティティー…自己が
　環境や時間の変化にかかわら
　ず、連続する同一のものであ
　ること。主体性。自己同一性。

　　　（出典・大辞泉／小学館）

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
ま
ず
町
長
が
「
久
米
南
町
は
、
国
立

社
会
保
障
・
研
究
所
が
発
表
し
た
将
来
推
計
人
口
で
、
２
０
１

０
年
に
５
，
２
９
６
人
で
あ
っ
た
人
口
が
、
２
０
６
０
年
に
は

２
，
２
５
０
人
ま
で
減
少
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
少
子
高

齢
化
の
波
が
押
し
寄
せ
る
中
、
子
ど
も
た
ち
に
訪
れ
る
進
路
選

択
ま
で
の
時
限
内
に
、
学
校
や
家
庭
、
地
域
が
ど
の
よ
う
に
関

わ
れ
る
か
が
、
中
山
間
地
域
の
未
来
を
左
右
す
る
」
と
あ
い
さ

つ
し
て
開
会
し
ま
し
た
。

　

第
１
部
の
基
調
講
演
で
は
、
北
海
道
で
子
ど
も
た
ち
が
考
え

た
企
画
を
カ
タ
チ
に
す
る
「
う
ら
ほ
ろ
ス
タ
イ
ル
」
を
展
開
す

る
近
江
正
隆
さ
ん
（
う
ら
ほ
ろ
ス
タ
イ
ル
推
進
地
域
協
議
会
会

長
）
が
、
『
子
ど
も
た
ち
が
夢
と
希
望
を
抱
け
る
町
を
目
指
し

て
～
信
じ
ら
れ
る
他
人
と
育
て
る
地
域
の
未
来
～
』
と
題
し
て

講
演
。

　

学
校
と
地
域
が
連
携
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち
の
学

び
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
近
江
さ
ん
は
、
持
続
可
能
な
ま
ち
と

は
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
住
み
た
い
、
暮
ら
し

た
い
、
戻
り
た
い
と
思
え
る
よ
う
に
育
つ
こ
と
を
前
提
と
し
て
、

「
子
ど
も
た
ち
が
地
域
へ
の
愛
着
や
、
未
来
の
社
会
を
生
き
抜

く
た
く
ま
し
い
チ
カ
ラ
を
育
む
た
め
、
地
域
で
抱
え
る
問
題
に

次
世
代
へ
つ
な
ぐ
地
域
未
来
の
創
造
に
向
け
て

「
地
域
」「
教
育
」を
考
え
る
シ
ン
ポ
を
開
催

地
域
へ
の
愛
着
と

　

未
来
を
生
き
抜
く
チ
カ
ラ

山
田　

一
惠

出
勤
を
送
る
そ
の
手
に
感
謝
こ
め

未来商店街の実行委員を務めた11人の中高生の中から５人が登壇

地域一体での教育を
呼び掛ける町長
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町
長
や
久
米
南
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
釣
田
益
稔
さ
ん
（
南

庄
）
ら
を
交
え
た
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
釣
田
会
長
が

「
子
ど
も
の
成
長
は
、
学
校
教
育
だ
け
で
な
く
、
家
庭
や
地
域

な
ど
と
の
関
わ
り
方
が
大
切
。
今
の
子
ど
も
た
ち
は
将
来
の
選

択
肢
も
多
い
の
で
、
時
代
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
、
自
分
で

正
し
い
判
断
が
で
き
る
よ
う
に
子
ど
も
た
ち
と
会
話
で
向
き
合

い
な
が
ら
、
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
き
た
い
」
と
話
す
と
、
町
長

は
「
子
ど
も
た
ち
の
成
長
過
程
で
、
学
校
や
家
庭
だ
け
で
な
く

地
域
の
大
人
の
役
割
は
重
要
だ
。
主
体
性
、
積
極
性
が
培
わ
れ

ま
も
な
く
訪
れ
る
進
路
選
択

　
　
　

そ
れ
ま
で
に
必
要
な
こ
と

地
域
と
の
関
わ
り
が

　
　
　

郷
土
愛
や
主
体
性
を
育
む

寒
さ
に
は
勝
て
ぬ
老
い
路
の
冬
ご
た
つ

杉
山　

信
子

町長、基調講演講師の近江さんと久米南中ＰＴＡ会長によるトークセッション

近江さんは、他人との絆が
どれだけ育まれるかを強調

YKG60の子どもたちに主体性、
郷土愛が育ってきたと井辻さん

　

第
２
部
の
事
例
発
表
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

一
般
社
団
法
人
や
か
げ
小
中
高
こ
ど
も
連
合
（
Ｙ
Ｋ
Ｇ
60
）
共

同
代
表
の
井
辻
美
緒
さ
ん
、
北
庄
中
央
棚
田
天
然
米
生
産
組
合

長
の
西
河
明
夫
さ
ん
（
北
庄
）、商
店
街
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
「
未

来
商
店
街
」
の
実
行
委
員
会
委
員
を
務
め
た
久
米
南
中
学
校
生

徒
５
人
（
長
谷
川
果
凛
さ
ん
＝
実
行
委
員
長
・
３
年
・
下
弓
削
、

難
波
采
加
さ
ん
＝
副
実
行
委
員
長
・
２
年
・
下
弓
削
、
坂
田
愛

さ
ん
＝
３
年
・
里
方
、
平
尾
春
菜
さ
ん
＝
３
年
・
下
弓
削
、
小

田
桜
子
さ
ん
＝
２
年
・
上
二
ケ
）
が
登
壇
し
、
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　

井
辻
さ
ん
は
、
Ｙ
Ｋ
Ｇ
60
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
を
並
べ
、
子

ど
も
た
ち
の
主
体
的
な
活
動
を
、
大
人
は
徹
底
的
に
見
守
る

た
子
ど
も
た
ち
が
将
来
を
見
出
す
こ
と
を
願
っ
て
お
り
、
そ
ん

な
子
ど
も
た
ち
が
増
え
る
こ
と
が
我
々
大
人
た
ち
の
励
み
に
な

る
」
と
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
近
江
さ
ん
は
「
地
域
へ
の
愛
着
は
、
子
ど
も
の
頃
か

ら
地
域
社
会
と
の
つ
な
が
り
の
中
で
培
わ
れ
る
。
子
ど
も
た
ち

が
故
郷
を
誇
れ
る
と
と
も
に
、
将
来
、
子
ど
も
た
ち
が
地
域
を

引
き
受
け
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
地
域
に
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
ね
」
と
話
し
ま
し
た
。

子どもとの会話が一番大切と話す
釣田ＰＴＡ会長

地
域
み
ん
な
で
協
働
し
な
が
ら
解
決
し
て
い
く
こ
と
が
、
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
へ
結
び
つ
い
て
い
く
」
と
話
し
ま
し
た
。

地域の未来と
教育シンポジウム
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次
世
代
の
未
来
の
た
め

　
　
　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
出
発
点

　

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
「
地
域
」
と
「
教
育
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
、
久
米
南
町
の
地
域
一
体
と
な
っ
た
教
育
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
ま
し
た
。

　

「
未
来
の
久
米
南
町
は
ど
ん
な
姿
だ
ろ
う
」
「
将
来
、
地
元

で
育
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
進
学
や
就
職
、
転
職
な
ど
人
生
の
岐

路
に
立
っ
た
と
き
、
自
ら
の
意
思
で
故
郷
に
住
み
た
い
・
暮
ら

し
た
い
・
戻
り
た
い
が
選
択
肢
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う

か
」
「
次
の
世
代
が
引
き
受
け
て
よ
か
っ
た
な
と
思
え
る
地
域

社
会
に
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
」
。

　

現
代
の
地
域
社
会
で
暮
ら
す
私
た
ち
が
未
来
を
想
像
す
る
と

と
も
に
、
持
続
可
能
な
社
会
の
創
造
に
向
け
た
行
動
を
各
々
が

始
め
、
そ
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
そ
ん

な
出
発
点
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

も
た
ち
の
意
見
を
受
け
止
め
ら
れ
る
よ
う
な
地
域
づ
く
り
・
仕

組
み
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
」
と
締
め
く

く
り
、
参
加
者
ら
は
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
創
造
に
向
け

て
、
子
ど
も
た
ち
が
挑
戦
・
失
敗
・
学
び
・
行
動
の
中
か
ら
未

来
の
社
会
を
生
き
抜
い
て
い
け
る
チ
カ
ラ
を
育
む
た
め
大
人
が

全
力
で
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
こ
と
と
、
子
ど
も
た
ち
の
声
を
受
け

止
め
て
く
れ
る
大
人
た
ち
の
存
在
の
必
要
性
に
つ
い
て
共
有
し

ま
し
た
。 坂

口
百
々
香

で
こ
ぼ
こ
の
道
を
踏
み
し
め
ダ
イ
ヤ
婚

昨年11月に開催した未来商店街の実行委員を務めた中高生11人

コーディネーターを務めた
ＮＰＯ法人　岡山ＮＰＯセンター

代表理事の石原達也さん

「
放
牧
」
と
い
う
仕
組
み
を
紹
介
。

　

「
子
ど
も
た
ち
が
企
画
・
実
行
し
て
い
く
過
程
で
巻
き
込
ま

れ
た
大
人
た
ち
も
、
実
は
幸
せ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
」

と
振
り
返
り
な
が
ら
、
出
番
と
連
携
を
通
じ
て
顔
見
知
り
を
作

る
こ
と
で
郷
土
愛
が
生
ま
れ
る
、
多
様
な
地
域
課
題
に
取
り
組

む
人
に
は
郷
土
愛
が
あ
る
と
の
見
解
を
示
し
ま
し
た
。

　

地
元
の
誕
生
寺
小
学
校
と
連
携
し
て
農
作
業
体
験
や
交
流
を

行
う
『
田
ん
ぼ
の
学
校
』
を
行
う
西
河
さ
ん
は
、
「
農
作
業
な

ど
の
体
験
や
感
動
が
故
郷
の
鮮
明
な
思
い
出
と
な
り
、
故
郷
を

大
切
に
思
い
、
再
び
故
郷
に
生
活
基
盤
を
築
く
人
と
な
っ
て
ほ

し
い
で
す
」
と
目
を
細
め
、
北
庄
棚
田
の
資
源
を
活
用
し
つ
つ
、

子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
が
一
緒
に
参
加
し
て
、
感
動
を
共
有
で

き
る
企
画
に
意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。

　

「
未
来
商
店
街
」
の
実
行
委
員
を
務
め
た
中
高
生
ら
は
、
自

ら
の
意
思
に
よ
る
動
機
や
、
イ
ベ
ン
ト
運
営
の
苦
労
・
工
夫
、

心
境
の
変
化
な
ど
を
発
表
。

　

「
イ
ベ
ン
ト
が
成
功
で
き
た
の
も
多
く
の
大
人
た
ち
に
助
け

て
も
ら
っ
た
お
か
げ
。
久
米
南
町
の
こ
と
が
一
層
好
き
に
な
り
、

今
後
も
町
の
活
性
化
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
」
と
目
を
輝
か
せ

て
い
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
み
ん
な
の
集
落
研
究
所
・
代
表
理
事
の
石
原
達
也
さ
ん
が
、

「
中
高
生
な
ど
の
若
い
世
代
が
動
け
ば
、
大
人
が
変
わ
っ
て
い

く
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北庄で開くイベントに親子で一緒
に遊びに来てほしいと西河さん

地域の未来と
教育シンポジウム
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課題解決の未来の設計図

人・農地プランの実質化に取り組みます

〔連絡先〕役場産業振興課　☎728-2134　E.メール：kumenan.okoshi@gmail.com
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農と食で久米南町をアピール

　新年あけましておめでとうございます。
　昨年の６月から北庄で畑を借り、野菜を栽培しています。野菜栽培の知識や経験がほとんどなかったので、
手探りの状態から始めた栽培でした。キレイな野菜はほとんど採れませんでしたが、日に日に成長する野菜は
とてもかわいらしく、収穫したものはどれもおいしいかったです。農業に興味のある岡山大学の学生が、何度

も作業を手伝いに畑に来てくれています。イベントの昼
食や三世代交流の時には、北庄の皆さんに野菜を食べて
もらうこともあり、「立派に育ったね」「おいしいよ」
と言ってもらえて、とてもうれしかったです。
　今年から新たに畑を借り、野菜の栽培に力を入れよう
と考えています。町外の人が農作業に参加し、収穫した
ものをその土地で食べる、そのような場所にしたいです。
農と食の２つの観点から、久米南町をアピールしたいで
す。栽培についてはまだまだ未熟ですので、皆さんから
アドバイスをいただけるとうれしいです。

地域おこし協力隊　景山  美香冬野菜を収穫した岡大生２人と景山

　人・農地プランとは、地域農業の高齢化や後継者不足、耕作放棄地などの課題を解決するた
め、地域の農業者が話し合いに基づき、地域農業で中心的な役割を果たすことが見込まれる農
業者（中心経営体）や将来の農地利用など、地域農業の将来のあり方を明確化するものです。

■ 人・農地プランの実質化とは？
　国の農地中間管理事業の推進に関する法律の改正により、人・農地プランを真に地域の話し合いに基づくもの
にする観点から、アンケート調査や地図による現況把握を行った上で、中心経営体への農地の集約化に関する将
来方針を、地域でしっかり話し合って作成することにより、人・農地プランの実質化を図ることが示されました。
　久米南町でも、下記のスケジュールに沿って、人・農地プランの実質化に取り組むこととしています。

　アンケートについては、
すでに多くの人に回答を
いただきました。
　ご協力ありがとうござ
いました。
　今後、地域での話し合
いを実施していく予定と
しています。
　農業従事者の皆さんに
は、ご協力をよろしくお
願いします。

　地域ごとの詳しいスケジュールは、町ホームページ（http://www.town.kumenan.okayama.jp）で公開し
ていますので、ご覧ください。
　詳しくは、役場産業振興課（☎728－4412）までお問い合わせください。

　　広報くめなん　2020. 1月号１７

人・農地プランの実質化スケジュール
人・農地プランの実質化の取り組み プランの実践

令和元年１０月〜令和２年３月 令和２年４月〜令和３年３月 令和３年４月〜
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久米南町地域包括支援センター（役場 保健福祉課内）　☎７２８−２０９０

５６

ご存じですか？成年後見制度
元気な今こそ知っておきたい

●成年後見人の行うこと

　成年後見制度とは、認知症や知的障害、精神障害などにより、自分一人で物事を決める自信がなかったり判
断が十分にできなくなったりした場合に、自分に代わって自分の思いを大切にしながら決めてくれたり、アド
バイスをしてくれる人（成年後見人など）を家庭裁判所から選任してもらう制度です。
　年々高齢化が進む中、認知症が身近なものとなり、成年後見制度の利用が必要な人も増えてきています。い
つまでも住み慣れた地域で自分らしく安心して過ごすためにも、成年後見制度による支援の必要性が高まって
います。

まずは

 ▶ ①財産目録を作る
②今後の予定を立てる
　財産管理や介護、入院などの契約について、今後の計画と収支予定を立てます。

日々の生活の中で

財産管理を行う

 ▶ 本人の預貯金などを管理し、収入や支出の記録を残します。

必要に応じ

契約を結ぶ

 ▶ 介護サービスの利用契約や、施設への入所契約などを本人に代わって行います。

仕事の状況を

家庭裁判所に報告する

 ▶ 家庭裁判所に対して、成年後見人として行った仕事の報告をし、必要な指示などを受けます。

●成年後見制度には大きく分けて次のようなものがあります

法定後見制度 任意後見制度

　判断能力が不十分な人に家庭裁判所が決めた
後見人がつき、法で決められた範囲で、本人の
財産管理や生活に必要な契約などを行います。
　判断能力の程度に応じて次の３つに分かれて
います。
　・補 助 …判断能力が不十分な人
　・保 佐 …判断能力が著しく不十分な人
　・後 見 …ほとんど判断できない人
※家庭裁判所に申し立てます。

　自分が元気なうちに、将来の判断能力が不十
分になった時のことを考えて、あらかじめ自分
が選んだ任意後見人に支援してもらうよう契約
をする制度です。
　「自分がこういう状況になったときには、こ
の人にこういう権限を与える」という内容を決
めておきます。
※公正証書を作成し、必要になったら家庭裁判
　所に申し立てます。
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みんな笑顔で声かけて　健康仲間をふやすまち
役場保健福祉課（☎728−2047）

あなたの、家族の、お酒の飲み方　大丈夫？
　アルコールの飲み過ぎは本人の健康に影響するだけでなく、家族にも深
刻な影響を与えることがあります。
　健康診断で肝機能を示す数値（γ

ガンマ
－GTPなど）が高いといわれたり、家族

や友人、職場の人からお酒のことで注意されたことはありませんか。
　週に２日の休肝日（アルコールを飲まない日）を作り、自分の適量と体
調を考えながら、お酒を楽しみましょう。

※女性や少量で顔が赤くなる人、65歳以上の人は、より少ない飲酒量が
　適量。飲酒習慣のない人にこの量の飲酒をすすめるものではありません。

　あなたのお酒の飲み方を約
３分で振り返りができ、飲酒
量を簡単に調べることができ
ます。

飲酒チェックツール

お酒の適量って？　　ビール　　　焼酎　ウイスキー　ワイン　　日本酒
　　　　　　　　　500ml　＝　90ml　＝　60ml　＝　240ml　＝　180ml

インフルエンザ注意報発令中！

▶

引きこもりで悩んでいませんか？
　引きこもりとは、登校や仕事など外との交流を避け、６カ月以上にわたって家庭内にとどまり続けている状
態のことをいい、外出ができていても、家族以外の人との交流がなければ引きこもりといわれます。
　また、引きこもりに加え介護、生活困窮といった複合的な課題を抱えている家庭もあるといわれ、親が80歳
代、子どもが50歳代になり、親子で生活に困窮する「８

はちまるごーまる

０５０問題」も課題となってきています。
●どうして引きこもりになるの？
　引きこもりは１つの原因で起こっているのではなく、本人の悩みが原因となったり、精神疾患や発達障害が
原因と考えられる人もいます。家族の「育て方」や「しつけ」だけに原因があるわけではありません。
●一人や家族で悩まずにご相談ください
　今は働いていなくて家にいる、コンビニには出掛けるが普段は１人で家にいる、長年外に出ていない…など
でお困りのときはご相談ください。一人ひとりに合わせて必要な支援をご紹介します。年齢制限はなく、どな
たでも相談いただけます。ご家族やご友人でもかまいませんので、お気軽にご相談ください。
相談窓口■役場保健福祉課（☎728－4411・☎728－2047）

【予　　防】
・家に帰ったら手洗いをしましょう。
・十分な休養とバランスのとれた食事などに気
　を付けて抵抗力を高めましょう。
・高齢者や基礎疾患のある人などは人ごみを避
　けましょう。
・室内では加湿器を使うなど適度な湿度を保ち
　ましょう。
・外出するときはマスクを着用しましょう。

【かかったかな？という時は】
・早めに医療機関を受診しましょう。
　（受診するときはマスクを着用）
・人ごみや繁華街への外出を控え、無理をして
　学校や職場に行かないようにしましょう。
・周りの人にうつさないようにマスクを着用し
　ましょう。
・水分を十分にとり安静にして休養をとりまし
　ょう。
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勢いよくスタートする参加者

　弓削地区福祉のまちづくり推進協議会では12月
８日、中央公民館で弓削地区三世代交流会及び敬老
の集いを開催しました。
　会では、弓削保育園の園児による鼓隊演奏がオー
プニングを飾った後、参加した米寿６人・喜寿25人
に町長が記念品を手渡し、長寿をお祝いしたほか、
舞踊やコーラス、弓削小学校放課後児童クラブの子
どもたちのダンスなどもありました。
　続いて行われた交流会では、うどんやつきたての
餅が振る舞われ、三世代が一緒になってお正月のお
飾りづくりやけん玉、こま回しなどで昔遊びを楽し
ながら、交流を深める一日となりました。

１２０人が健脚競う
神目・竜山地区元旦マラソン大会
　神目小学校のグラウンドを発着点に１月１日、
第43回神目・竜山地区元旦マラソン大会（公民
館神目支館・竜山支館主催）が行われ、１歳から
72歳までの老若男女約120人が健脚を競いま
した。
　この日は、２キロと４キロコースに年齢や性
別に分かれてそれぞれ挑戦。参加者は一年の健
康を願い、元旦のすがすがしい空気を吸い込み
ながら走り初めを楽しんでいました。

●小学生未満（２キロ）
【男子】①谷川　梨音
　　　　②光田　怜央	
　　　　③片岡　稀一
【女子】①片山　愛梨
　　　　②岩本　莉咲
　　　　③渡邉　実佳
●小学校１・２年（２キロ）
【男子】①�波　春斗
　　　　②山本　以一
　　　　③森　　理人
【女子】①渡邉　有紀
　　　　②山本　遥愛
●小学校３・４年（２キロ）
【男子】①中村　斗和
　　　　②下野　叶汰
　　　　③小林　　成

長寿の祝いと昔遊びを楽しむ
弓削地区で三世代交流・敬老会

オープニングを飾った弓削保育園の鼓隊演奏

【女子】①田中　紗名
　　　　②山本　陽愛
　　　　③森　　和心
●小学校５・６年（４キロ）
【男子】①谷川　雷太
　　　　②片山　虎長
　　　　③片山　　諒
【女子】①山本日々記
　　　　②宮本　　陽
　　　　③青山　めい
●中学生（４キロ）
【男子】①岡田　飛龍
　　　　②延原　　悠
　　　　③加藤　颯太
【女子】①柴田　真羽
　　　　②籔内亜梨夢
　　　　③池田　衣里

●高校生以上10代（４キロ）
【男子】①志部　樹輝
　　　　②沼野　陸人
【女子】①宇野　杏香
●20代以上（４キロ）
【女子】①光延　夏実
　　　　②�波　　愛
　　　　③山本　良子　
●30代以上（４キロ）
【男子】①清水　利典
　　　　②岩本　耕介
　　　　③両部　桂一
●30代（２キロ）
【女子】①坂下　美香
　　　　②安達　香織
　　　　③片岡　理恵

●40代（２キロ）
【男子】①吉國　　護
　　　　②綾部　健治
　　　　③田中　良宏
【女子】①坂口　　恵
●50代（２キロ）
【男子】①中力　　功
【女子】①大倉　邦子
●60代以上（２キロ）
【男子】①江木　幹治
　　　　②寺田　光寂
　　　　③光延　昭司

柴
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　長年にわたり地域の文化振興に功績があったとして、
弓削川柳社（会員約450人）が文化庁の地域文化功労者
文部科学大臣表彰を受賞しました。
　弓削川柳社は昭和24年、終戦後の混乱期に故・丸山
弓削平（肇）さんら４人で発足以来、普及運動に取り組
んでおり、川柳によるまちづくりは町民の生活にしっか
りと定着。機関紙「紋土」の発行や町内各地で句会の開
催、川柳の小径・公園への句碑建立、西日本川柳大会の
開催をはじめ、学校で川柳の授業を行うなど、子どもか
ら高齢者まで多くの町民が川柳に親しんでいます。この
ような川柳を通したまちづくりや人づくりへの大きな貢
献が評価され、今回の受賞となりました。
　会長の光�憲司さん（京尾）は「歴代の会長を中心に
取り組んできた実績が認められた。これからも地域、学
校、町と一緒に文化の発展に貢献していきたい」と喜ば
れていました。

弓削川柳社が
地域文化功労者表彰を受賞

地域文化功労者表彰を受賞した弓削川柳社

瑞宝双光章を受章された小坂さん

　神目中の小坂一郎さんが、瑞宝双光章を受章されました。
　昭和26年２月に神目村に奉職以来、産業課長や総務課
長などを歴任し、昭和63年10月から収入役、平成４年10
月から平成８年９月まで助役を務めるなど、45年の長き
にわたって地方自治の発展に尽力。小坂さんは、「町民
憲章の制定や久米南町誌の発刊、町民運動公園の造成工
事を行うなど、いろいろな仕事ができてよかったです」
と話し、デイサービスホーム建設による高齢者福祉の増
進や弓削・神目保育園の新築移転を行い子育て家庭の支
援を行うなど、多岐に渡って久米南町の発展に貢献され
てきました。
　「立派な章をいただき身に余る光栄です。町民皆さん
のおかげであると感謝申し上げます」と小坂さん。これ
からもお元気で、ますますのご健勝をお祈りします。

助役などを歴任し長年活躍
小坂一郎さんが高齢者叙勲を受章

道の駅でベジ活をＰＲする栄養委員

栄養委員考案の料理を
道の駅レストランで提供

　町栄養改善協議会では、道の駅くめなんのレストラン
と連携して、毎週月曜日に日替わり定食の小鉢で提供さ
れる料理を考案しました。
　同会では、生活習慣病予防のために毎食野菜を食べて
１日350グラム摂取してもらう活動（ベジ活）を進めて
います。今回、町内産の野菜を使って「ハクサイとダイ
コンのユズマリネ」や「ハクサイと桜エビの中華風サ
ラダ」などのアイデアレシピ12品が出来上がりました。
今後も季節の野菜を使った料理を考案し、道の駅で提供
していきます。
　中島玲子会長（里方）は「久米南町の特産品を使って、
見た目もきれいで食欲をそそる料理をみんなで考えまし
た。道の駅でぜひ食べてもらい、レシピも配布している
ので野菜料理を１品増やせるように家庭でもやってみて
ほしい」と話してくれました。
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ロードレース・駅伝大会
参加者募集
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剣
士
た
ち

今後の活躍が期待される河本選手

新年初の熱戦を展開

▼ 開 催 日 ２月１６日 （日）

▼ 受　　付 午前９時〜９時３０分

▼ 集合場所 町民運動公園

　参加希望者は、２月７日（金）ま
でに中央公民館内・体育協会事務局
へお申し込みください。
お問い合わせ：体育協会事務局
　　 　　　（☎７２８−２７１１）

ロードレース　 ２ｋｍ、４ｋｍ
駅　　伝　 ５人１組

に
教
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と
抱
負
を
述
べ
て
く
れ
ま

し
た
。

河
本
優
奈
さ
ん
が
中
国
大
会
で
活
躍

　

高
等
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
女
子
新
人
大
会

寒
さ
に
打
ち
勝
て
、
新
春
初
振
り

第
43
回 

久
米
南
町
新
春
鏡
開
剣
道
大
会

　

河
本
優
奈
さ
ん
（
里
方
・
美
作
高

校
２
年
）
が
所
属
す
る
美
作
高
校
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
部
が
、
11
月
15
日
か
ら

久
米
南
町
民
運
動
公
園
多
目
的
広
場

で
開
催
さ
れ
た
第
23
回
中
国
高
等
学

校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
女
子
新
人
大
会
に

出
場
し
ま
し
た
。

　

同
部
は
１
回
戦
を
大
勝
し
、
２
回

　

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
第
43
回

久
米
南
町
新
春
鏡
開
剣
道
大
会
が
１

月
１
日
、
町
民
運
動
公
園
体
育
館
で

開
催
さ
れ
、
町
内
の
剣
士
と
指
導
者

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

始
め
に
、
小
・
中
学
生
と
指
導
者

が
参
加
し
て
合
同
練
習
を
行
い
、
新

年
最
初
の
汗
を
か
き
ま
し
た
。
冷
た

い
空
気
の
中
、
張
り
詰
め
た
気
迫
で

懸
命
に
竹
刀
を
振
る
剣
士
た
ち
は
、

寒
さ
を
吹
き
飛
ば
し
て
初
稽
古
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
初
心
者
の
部
、
小
学
生

（
低
学
年
・
高
学
年
）
の
部
、
中
学

生
の
部
の
各
部
で
試
合
が
行
わ
れ
、

気
合
い
の
こ
も
っ
た
掛
け
声
と
と
も

戦
で
広
島
代
表
の
清
水
ヶ

丘
高
校
と
対
戦
。
接
戦
の

末
、
残
念
な
が
ら
敗
退
し

ま
し
た
が
、
河
本
選
手
は

セ
ン
タ
ー
と
し
て
出
場
し
、

小
技
を
絡
め
た
打
撃
や
走

塁
、
堅
い
守
備
で
チ
ー
ム

に
貢
献
し
ま
し
た
。

　

河
本
選
手
は
12
月
５
日 赤

本
富
美
子

そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
縮
図
垣
間
見
え

に
、
鋭
い
竹
刀
さ
ば
き
で
激
し
く
打

ち
合
い
、
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

【
初
心
者
の
部
】

優　

勝　

頃
末　
　

岬

準
優
勝　

山
本　
　

慶

第
３
位　

中
田　

悠
士

【
小
学
生
低
学
年
の
部
】

優　

勝　

中
田　

淳
仁

準
優
勝　

横
滿　

佳
汰

第
３
位　

頃
末　
　

渚

【
小
学
生
高
学
年
の
部
】

優　

勝　

末
田　

多
聞

準
優
勝　

山
本　

光
哉

第
３
位　

杉
山　

晴
咲

【
中
学
生
の
部
】

優　

勝　

山
本　

雫
流

準
優
勝　

近
行　

涼
花
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第
44
回
久
米
南
町
少
年
少
女
サ
ッ

カ
ー
大
会
が
12
月
15
日
、
久
米
南
町

民
運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

久
米
南
町
　

少
年
少
女
サ
ッ
カ
ー
大
会
と
招
待
大
会

町
内
の
各
チ
ー
ム
が
好
成
績

女子の部で優勝に輝いた弓削・旭スポ少

男子の部で優勝に沸いた弓削・神目スポ少

がんばった人に
１００点満点

（敬称略）

がんばった人に
１００点満点

（敬称略）

ま
た
第
３
回
久
米
南
町
招
待
少
年
少

女
サ
ッ
カ
ー
大
会
を
同
時
開
催
し
、

男
子
の
部
、
女
子
の
部
と
も
各
４
チ

ー
ム
に
よ
る
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　

選
手
た
ち
は
絶
好
の
サ
ッ
カ
ー
日

和
の
中
、
は
つ
ら
つ
と
し
た
プ
レ
ー

を
見
せ
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
以
下
、

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を
「
ス
ポ
少
」
と

略
）

町
少
年
少
女
サ
ッ
カ
ー
大
会

【
男
子
の
部
】

優　

勝　

弓
削
・
神
目
ス
ポ
少

準
優
勝　

誕
生
寺
ス
ポ
少

町
招
待
少
年
少
女
サ
ッ
カ
ー
大
会

【
男
子
の
部
】

優　

勝　

弓
削
・
神
目
ス
ポ
少

初
霜
を
被
る
桔
梗
も
あ
な
不
思
議

菊
元　

誠
忠

○剣　道
第43回久米剣道連盟少年少女錬成大会
11月17日
津山市久米総合文化運動公園体育館
【個人戦男子】
３年生以下の部　準優勝　頃末　岬
　　　　　　　　第３位　福井奏介
４年生の部　　　準優勝　中田淳仁
　　　　　　　　第３位　頃末　渚
５年生の部　　　優　勝　山本光哉
　　　　　　　　準優勝　末田多聞
６年生の部　　　準優勝　杉山晴咲
【個人戦女子】
３年生以下の部　準優勝　後藤優來
　　　　　　　　第３位　横滿宥奈　
４年生の部　　　第３位　熊部ゆいか
５年生の部　　　第３位　福井琴音
６年生の部　　　準優勝　大家未羽
【団体戦男子】
低学年の部　優　勝　久米南剣道スポ少Ａ
高学年の部　準優勝　久米南剣道スポ少
【団体戦女子】
低学年の部　優　勝　久米南剣道スポ少
高学年の部　準優勝　久米南剣道スポ少

第38回久米地域社会人剣道大会
11月17日
津山市久米総合文化運動公園体育館
【個人戦・50歳以上の部】
優　勝　重近　修　　準優勝　杉山博文
第３位　木多光雄
【個人戦・50歳未満の部】
準優勝　大家勇三
【団体戦】　準優勝　久米南わかば
　　　　　　第３位　久米南もみじ

○グラウンド・ゴルフ
第４回久米南町体育協会会長杯
11月９日／町グラウンド・ゴルフ場
第１位　田中博夫　　第２位　河原廣志
第３位　市田忠郎　　第４位　山田平八
第５位　杉山勝美

久米南町ＧＧＡ 11月例会
11月20日／町グラウンド・ゴルフ場
第１位　山本博信・髙野清子
第２位　河原廣志・森崎豐子
第３位　岸本　修・景山金子
第４位　利�祐治・正分　彰
第５位　杉山勝美・山本秋野

町ＧＧ場 年間会員大会
12月４日
町グラウンド・ゴルフ場
第１位　山本秋野　　第２位　山本明美
第４位　市田忠郎　　第５位　菅　忠則
※第３位は町外選手

久米南町ＧＧＡ 12月例会
12月11日
町グラウンド・ゴルフ場
第１位　河原廣志　　第２位　田中博夫
第３位　山本博信　　第４位　青木千鶴子
第５位　市田敦子

久米南町ＧＧ協会チャンピオン大会
12月18日
町グラウンド・ゴルフ場
第１位　河原廣志　　第２位　奥田眞人
第３位　川上武虎　　第４位　田中博夫
第５位　市田敦子

【
女
子
の
部
】

優　

勝　

弓
削
・
旭
ス
ポ
少
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笛

下

吹
川
歌
碑
公
園
運
営
委
員
会

で
は
、
誕
生
寺
川
に
隣
接
す

弓
削
の
誕
生
寺
川
に
転
落
し

た
男
の
子
を
救
助
し
た
延
永

る
笛
吹
川
歌
碑
公
園
に
、
新
た
に
10

基
の
歌
碑
を
建
立
。
関
係
者
ら
約
80

人
が
参
加
し
て
、
12
月
１
日
に
除
幕

式
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
会
で
は
、
歌
碑
の
建
立
者
を
公

募
し
た
と
こ
ろ
、
町
内
外
か
ら
応
募

が
あ
り
、
関
係
者
が
見
守
る
中
、
建

立
者
や
家
族
が
自
分
の
歌
碑
の
前
で

１
基
ず
つ
除
幕
し
ま
し
た
。

　

同
公
園
は
、
平
成
８
年
に
オ
ー
プ

ン
以
来
、
除
幕
式
は
５
回
目
で
、
計

１
２
５
基
と
な
り
ま
し
た
。

　

歌
碑
を
建
立
し
た
葛
原
榮
子
さ
ん

（
上
弓
削
）
は
「
亡
く
な
っ
た
主
人

に
喜
ん
で
も
ら
え
る
と
思
う
の
で
、

句
碑
を
建
て
て
よ
か
っ
た
。
い
ろ
い

ろ
な
人
に
見
て
も
ら
い
た
い
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

敏
則
さ
ん
（
下
弓
削
・
代
理
で
妻
の

洋
子
さ
ん
が
出
席
）
と
石
井
幸
男
さ

ん
・
京
子
さ
ん
夫
婦
（
下
弓
削
）
に

12
月
25
日
、
美
咲
警
察
署
で
岡
山
県

善
行
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

11
月
24
日
の
午
後
４
時
過
ぎ
、
町

内
の
親
戚
の
家
に
遊
び
に
来
て
い
た

津
山
市
の
男
の
子
が
溺
れ
て
い
た
の

を
、
偶
然
散
歩
で
通
り
か
か
っ
た
延

永
さ
ん
が
目
撃
し
、
す
ぐ
に
川
に
飛

び
込
ん
で
救
助
に
向
い
、
そ
れ
を
見

た
石
井
京
子
さ
ん
が
幸
男
さ
ん
に
助

け
を
求
め
、
幸
男
さ
ん
が
川
の
中
洲

で
２
人
を
引
き
上
げ
ま
し
た
。

　

石
井
さ
ん
夫
婦
は
「
延
永
さ
ん
が

飛
び
込
ん
だ
か
ら
男
の
子
が
助
か
っ

た
。
２
人
と
も
無
事
で
よ
か
っ
た
」

と
胸
を
な
で
下
ろ
し
て
い
ま
し
た
。受賞した延永さんと石井さん夫婦（左から）

自らの歌碑を除幕する建立者

（敬称略）

松
まつばら

原  圭
け い ご

吾 くん

山
やまがみ

上 椋
りょうや

也 くん 三
み む ら

村 大
たいよう

耀 くん

（里　方 ･ ２歳）
誕生日
おめでとう！
笑顔いっぱい元気
に成長してね！

（下弓削・１歳）
１歳おめでとう！
元気で大きく
　　　育ってね♥

（上神目・２歳）
わんぱくな大耀くん。
　２歳の誕生日
おめでとう

青木 須壽子（南 庄）

来月号は２月生まれ

　このコーナーでは、読者の皆さんの
感想、希望、質問、イラストなどを紹
介します。川柳の投句も大募集中です。
　皆さんからのおハガキ、お待ちして
います。
 応募先
　〒709−3614　
　久米南町下弓削502−1
　久米南町役場「広報くめなん」係

　誕生日を迎える皆さんを募集中。
　次号では、２月に誕生日を迎えるお子
さんから高齢者までを大募集。上半身の
写真（SDカードも可）と必要事項を書
いたメモ紙（氏名、住所、誕生日、20文
字程度のコメントを、１月31日（金）まで
に役場総務企画課へ提出・郵送してくだ
さい。写真の掲載は白黒となります。ご
了承ください。（写真の返却は役場まで
ご来庁ください）

こちらのＱＲコードからも
写真データを送れます。

☆元気いっぱい☆

１　月生まれ　月生まれ

恒
弘　

衛
山

世
相
斬
る
入
院
中
も
ペ
ン
走
る
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危
険
！ 

あ
お
り
運
転
な
ど

悪
質
・
危
険
運
転
は
や
め
ま
し
ょ
う

あ
お
り
運
転
に
遭
っ
た
ら

安
全
な
場
所
か
ら
１
１
０
番

　

危
険
な
運
転
者
に
追
わ
れ
る
な
ど

し
た
場
合
に
は
、
近
く
の
安
全
な
場

所
に
退
避
し
、
た
め
ら
う
こ
と
な
く

警
察
に
１
１
０
番
通
報
を
し
て
く
だ

さ
い
。
そ
の
際
、
ド
ア
は
ロ
ッ
ク
し
、

絶
対
に
開
け
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
ま

た
、
先
に
あ
お
ら
れ
た
か
ら
と
い
っ

て
、
あ
お
り
返
す
よ
う
な
行
為
は
や

め
ま
し
ょ
う
。

思
い
や
り
と
ゆ
ず
り
合
い
で

安
全
運
転
を

　

車
を
運
転
す
る
際
は
、
周
り
の
車

の
動
き
な
ど
に
注
意
し
、
「
思
い
や

り
」
と
「
ゆ
ず
り
合
い
」
の
気
持
ち

を
も
っ
て
運
転
を
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
相
手
の
立
場
に
な
っ
て
、
自

分
が
同
じ
こ
と
を
さ
れ
た
ら
ど
う
思

う
の
か
を
考
え
て
運
転
し
て
み
ま
し

　

新
年
を
迎
え
、
２
０
２
０
年
も
無
事
故
・
無
違
反
で
１
年
を
過

ご
す
た
め
に
、
安
全
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

近
年
、
あ
お
り
運
転
が
全
国
的
に
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ

お
り
運
転
と
は
、
後
方
か
ら
極
端
に
車
間
距
離
を
詰
め
て
威
圧
し

た
り
、
不
必
要
な
急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
通
行
を
妨
害
す
る
な
ど
、

悪
質
で
危
険
な
運
転
行
為
の
こ
と
を
い
い
、
２
０
１
７
年
に
は
死

亡
事
故
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
車
を
運
転
す
る
際
は
、
交
通
ル
ー

ル
を
遵
守
し
、
安
全
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

ょ
う
。
ま
た
、
急
い
で
い
る
時
は
、

つ
い
つ
い
車
間
距
離
を
詰
め
過
ぎ
て

し
ま
っ
た
り
、
前
の
車
に
イ
ラ
イ
ラ

し
て
し
ま
っ
た
り
し
ま
す
。
車
で
外

出
す
る
際
な
ど
は
、
時
間
と
気
持
ち

に
余
裕
を
持
っ
た
行
動
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

あ
お
り
運
転
１
１
０
番

「
鬼
退
治
ボ
ッ
ク
ス
」

　

岡
山
県
警
で
は
、「
岡
山
県　
あ
お

り
１
１
０
番　

鬼
退
治
ボ
ッ
ク
ス
」

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
サ
イ
ト
で
は
、

あ
お
り
運
転
や
飲
酒
運
転
、
暴
走
行

為
な
ど
の
危
険
な
運
転
に
関
す
る
情

報
や
動
画
の
提
供
を
求
め
て
お
り
、

昨
年
12
月
に
は
、
サ
イ
ト
に
寄
せ
ら

れ
た
映
像
を
基
に
反
則
切
符
に
よ
る

違
反
告
知
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
岡
山
県
警
察
本
部

（
☎
２
３
４
―
０
１
１
０
）
ま
で
。

岡山県警察、久米南町地域包括支援センター

犯罪のない安全・安心情報

警察官をかたる不審電話に注意！
〜６千万円を超える被害が発生〜

防犯対策
●電話でキャッシュカードの話が出たら
　「詐欺」です。
●このような電話がかかってきたら、必
　ず警察に通報をしてください。
●留守番電話機能を活用したり、防犯機
　能を備えた電話機を活用しましょう。

警察官を名乗る者から、電話で
　●特殊詐欺の犯人を捕まえた…。
　●キャッシュカードが不正に利用されている…。
　●警察官が封筒を持っていく…。
　●キャッシュカードを封筒に入れて保管して…。
などと言われた後、実際に警察官を名乗る者が自宅を訪れて、キャッシュ
カードをだまし取られる手口で被害が多発しています。

遠
か
ら
ず
免
許
返
納
視
野
に
お
く

沖
永　

千
恵



広報くめなん　2020. 1月号　　２6

１月３１日（金）まで

　図書館で資料を１点以上借りると、１日１回お

みくじボールにチャレンジできます。館内のおみ

くじ装置にボールを転がして運試しをしよう！

「志茂太郎と書票」書票展と同時開催

　春休み終了まで開催予定です。色鉛筆でぬって

書票を完成させましょう！だれでも参加できます。

ハッピーチュウイヤー おみくじボールで運試し

２月８日（土）～３月８日（日）休館日を除く／館内

　山ノ城出身の志茂太郎コレクションの一部を展示。

「志茂太郎と書票」書票展

「ぬりえで書票」ワークコーナー

図書館行事のご案内

本の寄贈
赤木佐和子（中　籾）　　　　　山本　雅之（岡山市）
森本　弥生（美咲町）　　　ありがとうございました。

【12月分・敬称略】

　館内で、ふた付きの容器（カップ、ペットボトル、水筒
など）に入れた飲み物を飲むことができます。なお、パソ
コンコーナーと郷土コーナーでは、ご遠慮ください。

●展示ガラスケースに「日本人の作家」をテーマに
　書票を飾って
　います。美し
　いミニ版画の
　世界をお楽し
　みください。

●１月22日（水）から、新しく借りてきた県立図書
　館の長期貸出の本が、500冊利用できます。お気
　に入りの本を見つけてください。

一
　
　
般

心。−人生を意のままにする力−

サンマーク出版
稲盛  和夫／著
　世界的大企業の京セラとＫＤＤＩを
創業し、ＪＡＬの再建を成し遂げた著
者が、人生に起こることは、自らが
起こしていると説いた本。生きるヒ
ント満載です。

・光に向かって這っていけ
　－核なき世界を追い求めて－　　　　　　サーロー節子
・自分のことは話すな
　－仕事と人間関係を劇的によくする技術－　　吉原　珠央
・ヴィオラ母さん
　－私を育てた破天荒な母・リョウコ－　　ヤマザキ　マリ
・死ぬんじゃねーぞ！！
　－いじめられている君はゼッタイ悪くない－　中川　翔子
・売上を、減らそう。
　－たどりついたのは業績至上主義からの解放－　中村　朱美
・理不尽に勝つ　　　　　　　　　　　　　　平尾　誠二
・絶声　　　　　　　　　　　　　　　　　　下村　敦史
・カザアナ　　　　　　　　　　　　　　　　森　　絵都
・Ｍ　－愛すべき人がいて－　　　　　　　　小松　成美
・定年夫婦のトリセツ　　　　　　　　　　　黒川伊保子

児
　
　
童

おにのおにいさん
ひさかたチャイルド
さいとう しのぶ／作・絵
 「おにのおにいさん」は、「おにく」
が大好き。人間に変装してレスト
ランに出掛けると、町は「おに」
がつく言葉でいっぱい！大好きな
「おにく」を食べられるかな？

・すきっていわなきゃだめ？（恋の絵本２）　今日マチ子
・だいすき♥こぱんだ　　　　　　　　　　　平田　貴章
・ママはしらないの？　　　　　　　　　ふくだ　いわお
・この計画はひみつです　　　　ジャネット・ウィンター
・ポケモンをさがせ！サン＆ムーン　　　　　吉野恵美子
・きえた犬のえ 新装版　　マージョリー・Ｗ．シャーマット
・おいで…（ゾッとする怪談えほん）　　　　軽部　武宏
・広重の絵本　－遠くへてくてく－　　　　　歌川　広重
・北斎の絵本　－富士山みえた～！！－　　　葛飾　北斎
・大気汚染のサバイバル　－生き残り作戦－
　　　　　　　　　　　　　　　スウィートファクトリー

新着コーナー

長
谷
川
紫
光

紆
余
曲
折
ア
ル
バ
ム
に
見
る
マ
イ
米
寿
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　　　　　商工会では、個人事業者を対象とした事業所得に関する所得税、消費税の決算・申告・納税
　　　　に関する相談を受け付けています。
　　　　　所得税、消費税の決算・申告でわからないことはお気軽にご相談ください。また、商工会委
　　　　嘱税理士による税務相談会も予定しています。日程や必要書類などは、次のとおりです。

●個別税務相談会日程
　日 程：２月17日（月）、25日（火）、３月２日（月）、６日（金）
　場 所：久米郡商工会久米南支所　　　　　担 当：安藤裕之税理士・行政書士事務所　安藤 裕之 氏
●必要書類など
　①令和元年分決算書、確定申告書（税務署から送られてきているもの）
　②令和元年分の事業、営業状況のわかるもの…（例）現金出納簿、売掛帳、買掛帳、経費帳、各種元帳、
　　棚卸表、預金通帳、借入明細表、試算表など
　③国民年金・生命保険・個人年金保険・損害保険・小規模企業共済等各種払込証明書、各種源泉徴収票
　④印鑑（認印）
●申告期限
　確定申告期日……３月16日（月）、消費税申告期日…３月31日（火）
●お願い
＊帳簿の集計などを希望される人は事前に商工会まで帳簿をご持参ください。
＊帳簿・資料・前年の決算書・確定申告書など、なるべく詳しい書類をご持参ください。
＊創業間もない人、創業予定の人の相談も同時に受け付けています。
＊納税者ご本人、控除対象配偶者、扶養親族、事業専従者の個人番号（マイナンバー）の記入が必要で
　す。関係書類をお持ちください。
＊農業所得については、津山税務署などへお問い合わせください。

税務相談会のおしらせ

小規模企業共済制度

　小規模企業共済のお申し込み、詳しいご相談などは、久米郡商工会久米南支所（☎728−2829）ま
で、お気軽にお問い合わせください。

★小規模企業共済制度とは…小規模企業の個人事業主（共同経営者を含む）や会社などの役員の人が事
業をやめられたり、退職された場合に、生活の安定や事業の再建などを図るための資金をあらかじめ準
備しておく共済制度です。いわば「経営者の退職金制度」といえます。
★加入対象者…次のとおりです。
　・常時使用する従業員が20人以下（商業・サービス業では５人以下）の個人事業主と会社の役員
　・事業に従事する組合員が20人以下の企業組合の役員、常時使用する従業員が20人以下の協業組合　
　　の役員
　・常時使用する従業員が20人以下であって、農業の経営を主として行っている農事組合法人の役員
　・常時使用する従業員が５人以下の弁護士法人、税理士法人などの士業法人の社員
　・小規模企業者たる個人事業主に属する共同経営者（個人事業主１人につき２人まで）
★毎月の掛金…掛金月額は、1,000円～70,000円の範囲内（500円単位）で自由に選べます。加入後も掛金
　月額は増額・減額できます。払込方法も「月額」「半年払い」「年払い」から選択できます。
★税法上のメリット…掛金の全額が「小規模企業共済等掛金控除」として、課税対象所得から控除でき
　ます。
★共済金の受け取り方…共済金は廃業時・退職時に受け取れます。満期はありません。要件を満たせば
　65歳以上で請求することも可能です。※共済の発生事由により受け取り金額に変動があります。

耳
澄
ま
す
ど
こ
か
で
芽
吹
く
春
の
音

小
林　

生
子
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　交通事故など第三者（自分以外の人）によ
る行為でケガをした場合でも国保を使用して
治療を受けることができますが、その際には
役場税務住民課まで連絡が必要です。
　この場合の治療費は、本来加害者が負担す
るべきものですので、一時的に国保が立て替
えますが、後日国保から加害者に費用を請求
することになります。
　そのため、示談を結ぶ前に必ず連絡をお願
いします。
　また、第三者行為の主な事例は自動車事故
ですが、次のような場合も第三者行為となり
ます。

・自転車同士での事故でケガをしたとき
・学校やスーパーなどの設備の欠陥でケガを
　したとき
・他人の飼い犬やペットなどによりケガをし
　たとき
・不当な暴力や傷害行為を受けてケガをした
　とき
・飲食店などで食中毒にあったとき

　詳しくは、役場税務住民課（☎728－
2115）までお問い合わせください。

交通事故などに遭ったら
まずは連絡を

人口と世帯

　男　　2,305人 （ 　0） 2,342人
　女　　2,491人 （ −4） 2,535人
　計　　4,796人 （ −4） 4,877人
世帯数　2,271    （ 　0） 2,280

〈12月31日現在〉

（　）は前月比較　　は昨年同期

火災・救急発生状況

火　災
救　急

〈12月分〉

津山圏域消防組合久米南分署調べ
（　）は今年の累計　　は昨年同期

0件
21件

（　  3）
（250）

5件
277件

知お らせ
のページ

交通事故発生状況

人身事故
〈12月分〉

美咲警察署調べ　　　　　　　　
（　）は今年の累計　　は昨年同期

　5 件（    27） 16 件

町内小中学校の児童生徒が制作した図工美術の作品展を次のとおり開催します。

日時：２月７日（金）～10日（月）午前11時～午後５時（最終日は午後３時まで）
会場：中央公民館・大ホール
展示内容：児童生徒が制作した絵画、版画、立体作品　など
　詳しくは、教育委員会（☎７２８－２７１１）までお問い合わせください。 昨年の作品展の様子

児童生徒の力作を展示
　　　図工美術作品展を開催

　

猟
期
は
、
２
月
15
日
を
も
っ
て
終

了
し
ま
す
が
、
イ
ノ
シ
シ
と
シ
カ
の

狩
猟
に
限
り
、
期
間
が
３
月
15
日
ま

で
延
長
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

期
間
中
、
野
山
に
出
掛
け
る
場
合

は
、
目
立
つ
色
の
服
装
を
心
掛
け
、

事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

　

猟
期
の
終
了
後
、
猟
銃
な
ど
の
所

持
者
は
、
盗
難
な
ど
の
被
害
に
遭
わ

な
い
よ
う
厳
重
な
保
管
・
管
理
を
徹

底
し
て
く
だ
さ
い
。

　

残
弾
は
銃
砲
店
へ
譲
渡
ま
た
は
保

管
委
託
す
る
か
、
自
宅
保
管
の
場
合

は
銃
と
別
々
に
保
管
し
、
そ
れ
ぞ
れ

施
錠
し
て
く
だ
さ
い
。
登
録
証
の
返

納
時
に
あ
わ
せ
て
火
薬
譲
受
票
へ
残

弾
の
数
や
処
置
に
つ
い
て
記
入
し
、

役
場
産
業
振
興
課
（
☎
７
２
８
―
４

４
１
２
）
ま
で
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

東
京
２
０
２
０
協
賛
ジ
ャ
ン
ボ
宝

く
じ
が
、
２
月
３
日
㈪
か
ら
２
月
28

日
㈮
ま
で
発
売
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
宝
く
じ
は
１
等
・
前
後
賞

を
合
わ
せ
て
３
億
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
１
等
・
前
後
賞
合
わ
せ

て
３
０
０
０
万
円
の
東
京
２
０
２
０

協
賛
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
も
発
売
さ
れ
ま

東
京
２
０
２
０
協
賛
宝
く
じ

２
月
３
日
か
ら
発
売
開
始

イ
ノ
シ
シ・シ
カ
は
３
月
15
日
ま
で

猟
期
は
２
月
15
日
ま
で

貞
岡
信
太
郎

馬
鹿
馬
鹿
と
自
分
を
叱
る
自
己
嫌
悪
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●特定最低賃金が適用されない労働者は、「岡山県最
　低賃金（833円）」が適用されます。
　詳しくは、岡山労働局賃金室（☎225－2014）
か最寄りの労働基準監督署にお問い合わせください。

　特定の産業に従事する労働者に適応される、岡山県
内の特定最低賃金が以下のとおり改定されました。こ
の機会に最低賃金額を確認しておきましょう。

最低賃金を必ず確認
使用者も、労働者も

ふ
る
さ
と
納
税
（
寄
付
金
）
と
し
て

　
　

加
藤　

あ
ゆ
み
（
福
島
県
）

　
　

杉
浦　

義
朗
（
愛
知
県
）

　
　

佐
藤　

勇
介
（
大
阪
府
）

　
　

弓
場　

大
樹
（
和
歌
山
県
）

　
　

湯
浅　

茂
雄
（
東
京
都
）

　
　

治
部　
　

陽
（
神
奈
川
県
）

　
　

虫
鹿　

賢
二
（
愛
知
県
）

　
　

福
内　

雅
子
（
東
京
都
）

　
　

久
住　
　

舞
（
愛
知
県
）

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

訂
正
と
お
わ
び

　

広
報
く
め
な
ん
12
月
号
３
ペ
ー
ジ

の
事
業
所
一
覧
に
あ
る
清
水
自
動
車

整
備
で
の
職
場
体
験
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

訂
正
し
て
お
わ
び
し
ま
す

篤
志
寄
付  

（
敬
称
略
）

特定最低賃金（岡山県内） 時間額 発効日

耐火物製造業 924円 令和元年
12月19日

鉄鋼業 962円 令和元年
12月14日

一般機械器具等製造業 934円 令和元年
12月27日

電気機械器具等製造業 878円 令和元年
12月25日

自動車・同附属品製造業 921円 令和元年
12月29日

船舶製造・修理業、
舶用機関製造業 954円 令和元年

12月18日

各種商品小売業 880円 令和元年
12月25日

　岡山弁護士会では、借金、労働、介護、相続、こころの悩みなどに、各種専門家が相談に応じる相談会を、次
のとおり開催します。相談は無料です。

日　時：３月７日（土）午前10時～午後４時　　　場　所：津山市総合福祉会館
相談員：弁護士、司法書士、社会福祉士、臨床心理士など
　詳しくは、岡山弁護士会（☎223－4401）までお問い合わせください。

専門家に悩みごとの相談を
　　　暮らしとこころの相談会

  

２
月
は
北
方
領
土
返
還
運
動
全
国

協
調
月
間
で
す
。

　

北
方
四
島
（
歯は
ぼ
ま
い舞
群
島
、
色し
こ
た
ん丹
島
、

国く
な
し
り後島
、
択え
と
ろ
ふ捉
島
）
の
返
還
を
求
め

て
２
月
７
日
の
「
北
方
領
土
の
日
」

　

車
を
運
転
す
る
皆
さ
ん
、
駐
車
中

に
車
の
エ
ン
ジ
ン
を
掛
け
た
ま
ま
に

し
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

車
の
排
気
ガ
ス
に
は
、
大
気
汚
染

の
原
因
と
な
る
さ
ま
ざ
ま
な
物
質
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ア
イ
ド
リ
ン
グ

を
や
め
る
こ
と
で
、
大
気
汚
染
物
質

や
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
二
酸

化
炭
素
の
排
出
量
を
減
ら
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ア
イ
ド
リ
ン
グ
で
消
費
す

る
燃
料
は
意
外
に
多
く
、
エ
ア
コ
ン

を
使
用
し
な
い
場
合
で
も
10
分
間
の

全
国
強
調
月
間
で
す

環
境
に
や
さ
し
い
運
転
を

２
月
は
北
方
領
土
返
還
運
動

ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
で

を
中
心
に
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
行
事

が
行
わ
れ
ま
す
。
今
年
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
は
「
返
還
へ
未
来
志
向
の
対
話
と

交
流
」
で
す
。

　

岡
山
県
で
も
、
２
月
４
日
㈫
に
さ

ん
太
ホ
ー
ル
（
岡
山
市
）
で
北
方
領

土
返
還
要
求
岡
山
県
民
大
会
、
２
月

３
日
㈪
か
ら
２
月
14
日
㈮
ま
で
県
庁

１
階
県
民
室
で
北
方
領
土
パ
ネ
ル
展

が
行
わ
れ
ま
す
。

　

北
方
四
島
の
早
期
返
還
実
現
の
た

め
、
返
還
運
動
へ
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

  

詳
し
く
は
、
岡
山
県
北
方
領
土
返

還
要
求
運
動
県
民
会
議
（
☎
２
２
６

―
７
１
５
８
）
ま
で
ど
う
ぞ
。

す
。

　

県
内
で
の
宝
く
じ
の
売
り
上
げ
は
、

公
園
や
学
校
な
ど
の
教
育
施
設
の
充

実
な
ど
、
皆
さ
ん
の
身
近
な
と
こ
ろ

で
役
立
て
ら
れ
ま
す
。
宝
く
じ
は
ぜ

ひ
県
内
で
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

  

詳
し
く
は
、
県
庁
財
政
課
（
☎

２
２
６
―
７
２
３
１
）
ま
で
ど
う
ぞ
。

ア
イ
ド
リ
ン
グ
で
１
３
０
㍉
リ
ッ
ト

ル
程
度
の
燃
料
を
消
費
す
る
と
い
わ

れ
て
お
り
、
１
日
10
分
間
の
ア
イ
ド

リ
ン
グ
を
１
年
続
け
る
と
47
㍑
も
の

燃
料
が
無
駄
に
な
り
ま
す
。

　

県
で
は
条
例
で
、
駐
車
時
の
「
ア

イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
」
を
運
転
者

に
義
務
付
け
て
い
ま
す
。
車
を
駐
車

す
る
と
き
に
は
「
環
境
と
財
布
に
や

さ
し
い
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
」

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
県
庁
環
境
管
理
課

（
☎
２
２
６
―
７
３
０
２
）
ま
で
。

四
六
時
中
君
が
隣
に
い
て
愉
快

杉
山　
　

静
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知お らせ
のページ

くらしのカレンダー

休日当番医

1月19日（日）

26日（日）

2月　2日（日）

9日（日）

16日（日）

23日（日）

亀乃甲診療所　
（☎0868-66-1000）
近藤クリニック
（☎728-3233）
柵原病院
（☎0868-62-1006）
関医院
（☎0868-66-1155）
河合内科医院
（☎722-3131）
亀乃甲診療所　
（☎0868-66-1000）

診療時間は午前9時から午後5時まで。
当番医は変更になることがあります。受
診される方は電話で確認してください。

１

２

月

月

１９日（日）

７日（金）

９日（日）

１６日（日）

１７日（月）

２７日（木）

消防団出初式
（町民運動公園・午前10時～）

児童生徒図工美術作品展
　　　　　　（～10日・P28）
文化講演会
（文化センター・午後１時30分～）
新春ロードレース・駅伝大会
　　　　　　　　　　  （P22）
確定申告（～3月16日・P12）

合同相談
（中央公民館・午前10時～）

　　入札結果を公表
予定価格250万円以上の入札結果を公表します。

※落札額は税抜き
●入札日　令和元年12月13日　
事 業 名■道路施設長寿命化事業
工 事 名■神目中石堂線舗装補修工事
工事場所■京尾地内
落 札 額■3,050,000円
落 札 者■㈱吉田組中国支店
担 当 課■建設水道課

●入札日　令和元年12月24日
事 業 名■町道改良事業
工 事 名■今石下神目橋線工事
工事場所■神目中地内
落 札 額■2,300,000円
落 札 者■㈱吉田組中国支店
担 当 課■建設水道課

1２月分

　

岡
山
県
育
英
会
で
は
、
岡
山
県
出

身
者
で
首
都
圏
の
大
学
に
通
学
す
る

男
子
学
生
を
対
象
に
、
次
の
と
お
り

入
寮
生
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
■
県
内
に
居
住
す
る
世
帯

の
男
子
学
生
で
、
令
和
２
年
４
月
に

東
京
都
と
そ
の
周
辺
に
所
在
す
る
大

学
の
第
１
年
次
生
と
し
て
入
学
す
る

人

　

津
山
調
停
協
会
で
は
、
民
事
調
停

委
員
と
家
事
調
停
委
員
が
調
停
手
続

東
京
寮
入
寮
生
を
募
集

岡
山
県
育
英
会

募
集
人
員
■
約
40
人

申
込
期
間
■
２
月
３
日
㈪
か
ら
３
月

11
日
㈬
ま
で

選
考
方
法
■
書
類
と
面
接
選
考
（
面

接
は
、
３
月
中
旬
を
予
定
）

●
東
京
寮
の
概
要

住
　
所
▼
東
京
都
港
区
高
輪
３
丁
目

14
―
21
（
Ｊ
Ｒ
品
川
駅
徒
歩
10
分
）

寮
　
費
▼
年
額
17
万
６
，
０
０
０
円

食
　
費
▼
月
額
２
万
２
，
０
０
０
円

　
　
　
　

（
朝
夕
２
食
）

　

詳
し
く
は
、
公
益
財
団
法
人
岡
山

県
育
英
会
（
☎
２
２
６
―
７
５
９
８
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

き
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
る
、
無
料

調
停
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

な
お
、
訴
訟
や
調
停
な
ど
の
法
律

判
断
に
関
す
る
こ
と
は
相
談
に
応
じ

ら
れ
ま
せ
ん
。

日
　
時
■
２
月
16
日
㈰
午
前
10
時
～

午
後
２
時

場
　
所
■
津
山
市
総
合
福
祉
会
館

内
　
容
■
土
地
・
家
屋
・
農
地
・
山

林
・
金
銭
貸
借
・
交
通
事
故
な
ど
民

事
に
関
す
る
諸
問
題
と
、
離
婚
・
そ

の
他
家
庭
内
の
も
め
事
・
相
続
・
扶

養
な
ど
の
家
事
に
関
す
る
諸
問
題

　

詳
し
く
は
、岡
山
地
方
裁
判
所
津
山

支
部（
☎
０
８
６
８
―
22
―
９
３
２
６
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

愛
玩
鳥
を
守
ろ
う

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
ら

　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
や

す
い
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
大
切
な

無
料
調
停
相
談
会

２
月
16
日
に
開
催

中
力
芙
美
子

人
の
道
在
宅
介
護
の
十
余
年

　

中
国
税
理
士
会
津
山
支
部
で
は
、

税
理
士
に
よ
る
所
得
税
確
定
申
告
無

料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
が
、
株

式
や
不
動
産
な
ど
の
譲
渡
所
得
を
除

所
得
税
確
定
申
告
無
料
相
談
会

２
月
１
日
と
２
日
に
開
催

く
簡
易
な
事
案
に
限
り
ま
す
。

日
　
時
■
２
月
１
日
㈯
～
２
日
㈰
午

前
10
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で

場
　
所
■
ア
ル
ネ
津
山
４
階

　

詳
し
く
は
、
中
国
税
理
士
会
津
山

支
部（
☎
０
８
６
８
―
22
―
９
１
４
１
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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新成人の皆さん
２０歳になったら国民年金

なで支えようと作られた仕組みです。
○将来の大きな支えになります
　国民年金は20歳から60歳までの人が加入し、
保険料を納めます。国が責任を持って運営し、
年金の給付は生涯にわたって保障されます。
○老後のためだけのものではありません
　国民年金には、障害年金や遺族年金もあり
ます。障害年金は、病気や事故で障害が残っ
たときに受け取れます。また遺族年金は、加
入者が死亡した場合、その加入者により生計
を維持されていた遺族が受け取れます。
　20歳になった人には、日本年金機構から国
民年金に加入したことをお知らせします。お
おむね２週間以内に国民年金加入のお知らせ
や保険料納付書などが送付されます。20歳に
なったら加入の手続き、保険料の納付をきち
んとしていきましょう。また、学生や保険料
の納付が困難な人には免除などの制度もあり
ます。

　国民年金は、年をとったとき、
病気や事故で障害が残ったときな
ど、いざというときの生活をみん

金
年

役場税務住民課 ☎728−2115
津山年金事務所 ☎0868−31−2360

お問い
合わせ

受
付
は
１
月
31
日
ま
で

町
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

　

次
の
町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

し
ま
す
。
入
居
を
希
望
す
る
人
は
、

１
月
31
日
㈮
ま
で
に
役
場
税
務
住
民

課
へ
入
居
申
込
書
（
同
課
に
あ
り
ま

す
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

神
坂
団
地
（
山
ノ
城
）

○
簡
易
耐
火
平
屋
建
て
…
１
戸

築
43
年
（
６
畳
・
４
畳
半
・
４
畳

半
・
Ｄ
Ｋ
・
風
呂
・
便
所
）
月
額
家

賃
は
、
７
，
７
０
０
円
か
ら
１
万
１
，

４
０
０
円
。

門
前
団
地
（
里
方
）

○
木
造
平
屋
建
て
…
１
戸

築
47
年
（
６
畳
・
４
畳
半
・
３
畳
・

台
所
・
風
呂
・
便
所
）
月
額
家
賃
は
、

５
，
１
０
０
円
か
ら
７
，
７
０
０
円
。

※
い
ず
れ
の
住
宅
も
家
賃
は
入
居
者

　

の
所
得
に
応
じ
て
設
定
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
役
場
税
務
住
民
課

（
☎
７
２
８
―
２
１
１
５
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

  

防
衛
省
で
は
、
次
の
と
お
り
予
備

自
衛
官
補
と
自
衛
官
候
補
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

●
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
）
…
18
歳

以
上
34
歳
未
満
の
人

●
予
備
自
衛
官
補
（
技
能
）
…
18
歳

以
上
55
歳
未
満
で
国
家
免
許
資
格
な

ど
を
有
す
る
人

●
自
衛
官
候
補
生
…
18
歳
以
上
33
歳

未
満
の
人

　

受
付
期
間
・
試
験
日
・
試
験
会
場

な
ど
詳
し
く
は
、
自
衛
隊
岡
山
地
方

協
力
本
部
津
山
出
張
所
（
☎
０
８
６

８
―
22
―
５
６
３
７
）
ま
で
ど
う
ぞ
。

自
衛
官
候
補
生
を
募
集

４
月
入
学
生
を
募
集

予
備
自
衛
官
補
と

２
０
２
０
度
放
送
大
学
の

ッ
ト
で
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学

で
す
。
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び

を
楽
し
み
た
い
な
ど
の
目
的
で
、
幅

広
い
世
代
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　

心
理
、
福
祉
、
経
済
、
歴
史
、
文

学
、
自
然
科
学
な
ど
、
約
３
０
０
の

の
幅
広
い
授
業
科
目
が
あ
り
ま
す
。

　

１
科
目
の
授
業
料
は
１
万
１
，

０
０
０
円
（
入
学
料
は
別
）
。
半
年

ご
と
に
学
ぶ
科
目
分
だ
け
の
授
業
料

を
支
払
い
ま
す
。

　

出
願
期
間
は
２
月
29
日
ま
で
で
す
。

　

資
料
請
求
な
ど
詳
し
く
は
、
放

送
大
学
岡
山
学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎

２
５
４
―
９
２
４
０
）
ま
で
ど
う
ぞ
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日
交

付
を
１
月
25
日
㈯
の
午
前
９
時
か
ら

正
午
ま
で
行
い
ま
す
。

　

対
象
の
人
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
申
請
が
お
済
み
の
人
で
、
役

場
か
ら
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
案

内
」
を
お
送
り
し
て
い
る
人
で
す
。

　

交
付
に
は
30
分
程
度
か
か
り
ま
す

の
で
、
事
前
の
予
約
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
申
請
書
を
お
持
ち
で
な

い
人
に
は
、
申
請
書
を
再
発
行
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
役
場
税
務
住
民
課

（
☎
７
２
８
―
２
１
１
３
）
ま
で
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
交
付

１
月
25
日（
土
）に

年
忘
れ
心
揺
さ
ぶ
る
ネ
オ
ン
街

梶
並
こ
の
み

愛
玩
鳥
を
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
ら

守
る
た
め
、
し
っ
か
り
と
発
生
防
止

対
策
を
し
て
く
だ
さ
い
。

《
感
染
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
》

・
飼
育
し
て
い
る
鳥
小
屋
を
清
潔
に

　

保
ち
、
鳥
小
屋
の
中
に
野
鳥
が
入

　

ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

・
こ
ぼ
れ
た
エ
サ
は
す
み
や
か
に
片

　

付
け
ま
し
ょ
う
（
野
鳥
や
ネ
ズ
ミ

　

を
寄
せ
つ
け
な
い
）

・
鳥
か
ご
の
出
入
口
は
こ
ま
め
に
閉

　

め
ま
し
ょ
う

・
鳥
の
飲
水
や
鳥
か
ご
の
洗
浄
に
は

　

水
道
水
を
使
用
し
ま
し
ょ
う

・
鶏
舎
に
入
る
と
き
は
専
用
の
長
靴

　

と
衣
服
を
使
用
し
ま
し
ょ
う

・
異
常
あ
る
と
き
は
獣
医
師
に
相
談

　

し
ま
し
ょ
う

全
国
一
斉
生
活
保
護
１
１
０
番

１
月
26
日
に
実
施

　

現
在
日
本
で
は
、
７
人
に
１
人
が

貧
困
状
態
に
あ
る
と
言
わ
れ
、
高
齢

者
の
生
活
保
護
受
給
者
の
伸
び
率
が

高
い
な
ど
、
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
岡
山
県
青
年
司
法
書
士

協
議
会
と
全
国
青
年
司
法
書
士
協
議

会
で
は
、
生
活
保
護
に
関
す
る
電
話

相
談
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

日
　
　
時
■
１
月
26
日
㈰
午
前
10
時

か
ら
午
後
４
時
ま
で

電
話
番
号
■
０
１
２
０
―
０
５
２
―

０
８
８
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

詳
し
く
は
、
県
青
年
司
法
書
士

協
議
会
（
☎
０
８
６
３
―
33
―

３
５
１
７
）
ま
で
ど
う
ぞ
。

　

放
送
大
学
で
は
、
２
０
２
０
年
４

月
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

同
大
学
は
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
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は
1
番
目
に
当
た
る
年
で
す
。
年
男

の
編
集
子
は
、
気
持
ち
を
新
た
に
ネ

ズ
ミ
の
よ
う
に
軽
快
な
フ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
広
報
紙
作
り
に
頑
張
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
皆
さ
ん
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

戸籍のうごき
（１１・１２月届出分・敬称略）

う
ご
ざ
い
ま
す
。
本

年
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

今
年
は
「
子ね

ど
し年
」

で
、
十
二
支
の
中
で

児
童
の
安
全
安
心
を
守
る

神
目
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
が
出
発
式

年
明
け
ま
し

て
お
め
で
と

新

坂

お誕生おめでとうございます

　下弓削　　片
かたやま

山　湊
み な と

登 くん

おくやみ申し上げます
　別　所　　髙城すみゑ　７０歳
　南　庄　　池田佐代子　９４歳

かんたんクッキング▲
３０７ ▲

★作り方

①

②

③

④

★ひとくちアドバイス

　小松菜をブロッコリー

に代えてもよいですよ。

彩り野菜と麩
ふ

のレンジ煮

栄養素量（１人分）＝エネルギー 148kcal
　　　　　　　　　野菜 120g、食塩 1.0g

八幡  佳子 さん

（南　庄）

　神目小学校の児童の登下校を見守る「神目防犯パトロール」の出
発式が12月11日、同校運動場で行われました。
　同隊は、上神目と神目中地区の住民有志16人で結成され、青色回

児童に見送られて出発する青パト

★材　料（３人分）

麩 ････････････････ ３０ｇ
小松菜 ････････････ １００ｇ
ニンジン ･･････････ １３０ｇ
カボチャ ･･･････････ １３０ｇ
サツマイモ ･････････ １３０ｇ
うどんのつゆ（市販）･･･ ３００㏄
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③に②を加えて混ぜ合わ

せたら出来上がり。

耐熱容器にうどんのつゆを入れ、麩を浸す。

小松菜は３㎝長さに切り、耐熱容器に入れてふ

んわりとラップをしてレンジで２分加熱する。

ニンジン、カボチャ、サツマイモは１.５㎝厚さ

のいちょう切りにして、①に加え、ふんわりと

ラップをしてレンジで５〜６分加熱をする。

転灯を設置した自家用車（青パト）で下校時にパトロールします。
　式には、パトロール隊員11人、神目小の児童と教員ら合わせて約90人が参
加。光延憲之隊長（上神目）が「皆さんが安全に下校できるように見守り、安
心して勉強できる地域になるよう活動します」とあいさつ。児童代表の片山歩
実さん（神目中）は「見守りをよろしくお願いします」とお礼を述べました。
　児童の登下校や地域の安全・安心を守るため、活動をお願いします。
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岡
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１
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